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高祖道元禅師七百五十 大遠忌奉賛ロ

大本山永平寺報恩拝登「青年会の日」

受付は14時30分より、開会式は16時より行います

30日8時本講瑞応寺専門僧堂植崎通元老師『正法眼蔵洗浄の巻』一慕古の慶快一

30日11時午時献供導師祖山監院南澤道人老師
他、傘松道詠奉納、『正法眼蔵八大人覚』読誦など



船が陸から遠ざかる。

街の喧噪は記憶となり、

波音と海風だけが耳朶を打つ。

陸と船を繋いでいた白い航跡は、

やがて雲が去る如くおぼろに消えゆく o

それでも船は、往く限り

天を模すかのように雲を描き続ける。

撮影/小原幸子
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WHAT'S NEW

曹渓叢林曹渓山松廣寺

韓国曹渓宗大本山 
松廣寺を訪ねて

平成14年7月に荒木正昭全曹青顧問を団長とする韓国曹渓宗視察ッ 

アーが行われました。その様子をご紹介いたします。

C 〇 N T E N T S
7

特集関連記事 韓国の仏教と曹渓宗

8
環境問題のスピリチュアルな視座⑤ 正木 高志

10
デイスカバーヒューマンライッ④ 見野 彰信

12
現代と宗教 一仏教経済学って、何？ その2 ー 武井 昭

14
SOSEIインターナショナル③ 藤田 一照

16
全曹青情報局

22
そうせいINFORMATION

23
お寺散策 崇福山安楽寺

24
インターネットの世界をのぞいてみよう ! その20

26
賛助会員御芳名

27
そうせいサロン

27
遠山無限 池上 幸秀

28
青年会モザイク



禅師さま大本山松廣寺の朝課随喜

平成14年7月18〜21日にかけて、韓国曹渓宗体験安居研修団主催（後援 全国 

曹洞宗青年会・仏教企画）による韓国曹渓宗大本山松廣寺での修行体験交流が行 

われました。今回のツアーには曹洞宗管長、大本山總持寺貫首・板橋興宗大禅師 

猊下が特別参加されました。

特

別

寄

稿

韓

国

佛

教

に

学

ぶ

曹

洞

宗

管

長

大

本

山

總

持

寺

貫

首

板

橋

興

宗
 

こ
の
た
び
韓
国
体
験
安
居
研
修
団
の
企
画
で
韓 

国
曹
渓
宗
の
大
本
山
の
一
つ
で
あ
る
松
廣
寺
を
訪 

問
し
た
。

松
廣
寺
に
二
泊
し
、
朝
三
時
か
ら
の
勤
行
は
じ 

め
修
行
生
活
の
一
端
に
も
ふ
れ
た
。
ま
た
名
刹
、
 

華
厳
寺
、
通
度
寺
や
観
音
寺
も
訪
ね
た
。
 

韓
国
佛
教
の
主
流
で
あ
る
曹
渓
宗
は
、
文
字
通 

り
の
出
家
主
義
で
、
戒
律
を
守
り
、
僧
た
る
者
は 

私
財
を
持
つ
こ
と
が
な
い
。

出

家

を

志

す

「行
者
」
と
、
三
年
間
の
見
習
僧 

で

あ

る

「沙
弥
」

の
方
々
と
、
朝
三
時
か
ら
の
勤 

行
を
共
に
し
た
。
前
後
二
百
回
ほ
ど
の
五
体
投
地 

の
礼
拝
行
に
は
、
足
腰
が
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
、
息 

切
れ
が
し
て
つ
い
て
ゆ
け
な
か
っ
た
。
 

正
式
な
僧
で
あ
る
数
十
名
の
「比
丘
」
は
、
安 

居
中
の
三
ケ
月
は
全
く
の
接
心
行
で
、

の
ぞ
き
見 

す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
日
本
の
佛
教
界 

の
現
状
を
思
い
合
わ
せ
、

「形
が
崩
れ
る
と
内
容 

も
流
れ
る
。
も
の
分
か
り
の
よ
い
考
え
は
、
堕
落 

に
つ
な
が
る
」

の
感
を
強
く
し
た
。
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韓国曹渓宗

Idee up

ムl

般
七
月
十
八
日
よ
り
三
泊
四
日
の 

日
程
に
て
全
国
曹
洞
宗
青
年
会• 

ノ

フ
 
仏
教
企
画
後
援
に
よ
る
韓
国
曹
渓 

宗
の
筆
頭
と
言
わ
れ
る
大
本
山
松
廣
寺
様
に 

て
僧
堂
生
活
を
体
験
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
有 

難
い
御
縁
を
頂
戴
し
た
。
韓
国
内
に
一
万
五 

千
ヶ
寺
あ
る
曹
渓
宗
寺
院
の
中
に
本
山
が
二 

十
五
ケ
寺
あ
る
と
い
う
。
松
廣
寺
様
は
僧
侶 

の
教
育
に
特
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
僧
堂 

で
あ
る
。
東
京
か
ら
飛
行
機
で
一
時
間
半
、
 

九
州
か
ら
三
十
分
の
距
離
に
あ
る
。
修
行
僧 

の
数
が
約
百
五
十
名
。
韓
国
寺
院
の
特
徴
は

「仏
の
寺
、
法
の
寺
、
僧
の
寺
」
と
三
つ
に 

分
類
で
き
る
。

こ

の

研

修

会(

安
居
体
験) 

参
加
者
は
九
名
と
い
う
少
人
数
で
あ
っ
た
。
 

し
か
し
何
よ
り
も
有
難
か
っ
た
の
は
曹
洞
宗 

管

長
•

大
本
山
總
持
寺
貫
首
、
板
橋
興
宗
猊 

下
に
特
別
参
加
を
頂
い
た
こ
と
で
あ
る
。
 

国
と
日
本
の
僧
堂
の
違
い
で
大
き 

培
沖

く
気
付
い
た
の
は
、
得
度
式
を
す 

る
前
に
行
者
と
し
て
一
年
間
僧
堂 

に
お
い
て
見
習
い
の
後
、
サ

ミ
(
沙
弥)

と 

し
て
四
年
間
学
問
を
学
び
僧
侶
と
し
て
の
心 

構
え
を
作
る
。
そ
れ
か
ら
本
格
的
な
修
行
僧

と
認
め
ら
れ
生
死
の
問
題
に
取
り
組
む
。
し 

か
も
禅
堂
と
学
間
の
分
離
が
し
っ
か
り
し
て 

い
て
大
ら
か
で
長
く
修
行
が
出
来
る
形
と
な 

っ
て
い
る
。
曹
渓
宗
菩
成
大
禅
師
猊
下
は
、
 

「今
回
の
交
流
が
き
っ
か
け
と
な
り
日
本
の 

若
い
大
が
松
廣
寺
に
来
て
修
行
な
り
、
研
鑽 

な
り
の
交
流
が
出
来
れ
ば
。
」
と
の
お
言
葉 

を
頂
戴
し
た
。

「
 

路
の
バ
ス
の
中
で
板
橋
禅
師
猊
下 

コ
帀

よ

り

「
〃
命
の
間
題"

そ
し
て
〃 

ノ

ノ

い
か
に
生
き
る
か
〃
が
問
題
の
原 

点
で
あ
る
。
仏
様
は
い
つ
、
ど
こ
に
お
い
で

に
な
る
か
、
そ
れ
を
真
剣
に
見
つ
め
、
坐
り 

考
え
れ
ば
答
は
お
の
ず
か
ら
表
れ
る
。
」
と 

い
う
言
葉
を
頂
戴
し
た
。

生
涯
忘
れ
得
ぬ
旅
と
な
っ
た
。
最
後
に
両 

猊
下
を
は
じ
め
、
そ
し
て
仏
教
企
画
の
藤
井 

老
師
、
そ
し
て
地
元
の
御
配
慮
、
ご
案
内
を 

頂
い
た
釈
智
観
和
尚
様
、
そ
し
て
御
接
待
下 

さ
い
ま
し
た
、
地
元
信
者
の
皆
様
方
へ
御
礼 

申
し
上
げ
ま
す
。

——

韓
国
曹
渓
宗
僧
堂
体
験
レ
ポ
ー
ト 

全

曹

青

顧

間

荒

本

正

昭

記



板橋猊下と菩成大猊下との対談

程
の
中
で
板
橋
興
宗
猊
下
と
韓
国
松
廣
寺
菩
成 

日

大
猊
下
の
対
談
が
あ
り
ま
し
た
。
問
い
の
内
容 

と
お
答
え
は
以
下
の
様
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

に
も
な
ら
な
い
』
と
い
う
一
言
だ
け
で
も
重
要
な
役
。
 

テ
ロ
に
お
け
る
一
神
教
は
宗
教
を
利
用
し
て
い
る
だ 

け
で
あ
る
。

仏
教
の
立
場
と
し
て
争
い
は
さ
け
、
心
を
も
っ
て
対 

応
す
る
事
が
重
要
。

問 

日
本
仏
教
と
韓
国
仏
教
の
違
い
は
？ 

韓
国
寺
院
の 

維
持
と
役
割
は
？

答
•

日
本
の
仏
教3
檀
家
制 

韓
国
の
仏
教I
信
者
制
。
 

•

韓
国
の
僧
侶
は
戒
律
を
重
ん
じ
結
婚
は
許
さ
れ
な
い
。
 

•

住
職
の
役
割I
禅
師
で
も
普
通
の
修
行
僧
や
信
者
を 

サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
。

•

僧1
独
身
な
の
で
純
粋
性
を
保
て
る
。

•

布
施I
浄
銭
だ
け
で
な
く
物
で
も
受
け
付
け
る
。
僧 

は
お
金
を
貯
蓄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
銀
行 

に
預
け
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
時
に
必
要
な
物
を 

集
め
る
感
覚
。
本
山
等
は
国
か
ら
国
立
公
園
的
な
補 

助
が
あ
る
。

•

役
割
—
松
廣
寺
様
は
末
寺
が
五
十
ケ
寺
あ
り
、
短
期 

出
家(

五
日
間
〜
数
ケ
月
の
坐
禅
中
心
の
生
活)

で
仏 

教
精
神
を
伝
え
る
。
若
い
世
代
の
人
も
多
数
参
加
。

問 

僧
侶
の
結
婚
に
つ
い
て
韓
国
仏
教
で
の
見
方
は
？ 

答
•

こ
れ
か
ら
の
国
際
仏
教
を
考
え
た
時
に
、
宗
教
者
が 

純
粋
な
精
神
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
。
妻
帯
し 

て
い
て
は
と
て
も
困
難
で
あ
る
。

•

日
本
は
仏
教
学
は
最
先
端
な
の
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら 

は
純
粋
な
精
神
を
持
つ
宗
教
者
を
多
く
作
り
上
げ
て 

い
っ
て
欲
し
い
。
十
年
頑
張
っ
た
上
で
三
十
年
た
て 

ば
日
本
の
仏
教
は
変
っ
て
く
る
。

問 

同
時
多
発
テ
ロ
後
の
仏
教
の
あ
り
方
、
役

割
(
世
界 

に
一
神
教
が
多
い
中
で
仏
教
は
…) 

答
•

テ
ロ
後
、
他
の
哲
学
者
、
思
想
家
が
何
も
言
わ
な
い 

中
、
ダ

ラ

イ•

ラ
マ
が
す
ぐ
に
声
明
を
出
し
た
。

「仏 

教

の

立

場

と

し

て

『
に
く
し
み
合
い
で
は
何
の
解
決

問 

日
本
の
仏
教
は
葬
儀
中
心•

高
齢
者
中
心
と
な
っ
て 

い
る
。
韓
国
の
よ
う
に
若
い
人
が
考
え
る
よ
う
に
す 

る
為
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

例
日
本
で
は
仏
前
結
婚
式
を
勧
め
て
い
る
。
 

答
•

韓
国
で
も
仏
前
結
婚
式
を
勧
め
て
い
る
。

•

松
廣
寺
や
末
寺
で
は
、
仏
教
教
室
や
仏
教
を
一
緒
に 

学
ぶ
機
会
を
作
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
の
義
務
と
な 

っ
て
い
る
。
信
者
教
化
に
は
大
き
な
力
を
そ
そ
い
で 

い
る
。

•

仏
教
は
世
界
に
伸
び
て
い
る
。
修
行
僧
の
形
、
気
持 

ち
で
こ
れ
か
ら
の
仏
教
が
変
わ
っ
て
く
る
。

曹
洞
宗
管
長•

大
本
山
總
持
寺
貫
首
板
橋
興
宗
大
禅
師
猊
下
特
別
参
加

「韓
国
曹
渓
宗
大
本
山
松
廣
寺
を
訪
ね
て
」

日
程/

平
成
十
四
年
七
月
十
八
日
〜
二
十
一
日 

主
催/

韓
国
曹
渓
宗
体
験
安
居
研
修
団 

後
援/

全
国
曹
洞
宗
青
年
金

働
仏
教
企
画(
曹
洞
宗
禅
グ
ラ
フ
発
行)

団
長/

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
顧
問

地

蔵

院

住

職

荒

本

正

昭
 

取
材
協
力/

囿
仏
教
企
画 

代
表 

藤
本
隆
宣
老
師
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韓国曹渓宗

Id5Z Up

は 

t
 

め

に
 

曹
渓
宗
は
正
式
名
称
を
大
韓
仏
教
曹
渓
宗
と
い 

い
、
韓
国
仏
教
の
最
大
の
宗
派
で
あ
る
。
僧
侶
数 

は
韓
国
全
体
の
約
六
割
を
占
め
、
ソ
ウ
ル
中
心
部 

に
は
本
山
で
あ
る
曹
渓
寺
が
あ
る
。
教
育
機
関
と 

し
て
は
東
国
大
学
校
を
擁
し
て
お
り
、
正
し
く
韓 

国
仏
教
界
の
中
心
的
な
位
置
を
担
っ
て
い
る
。
た 

だ
、
曹
渓
「宗
」
と
い
う
宗
派
は
私
た
ち
日
本
大
が 

考
え
る
「宗
派
」
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
私
た
ち 

は
宗
派
と
い
え
ば
、
道
元
禅
師•

曹
洞
宗
学
の
如 

く
、
開
祖
や
宗
学
が
必
ず
存
在
す
る
と
思
う
で
あ 

ろ
う
。
し
か
し
私
が
韓
国
で
様
々
な
僧
侶
や
学
者 

に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
曹
渓
宗
に
は
明
確
な
開
祖 

や
宗
学
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

こ
れ
を
不
自
然
に
思
う
の
は
私
た
ち
が
開
祖•

宗 

学
を
有
す
る
宗
派
の
展
開
か
ら
な
る
日
本
仏
教
の 

枠
内
に
居
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
日
本
仏
教
は
韓

国
と
は
異
な
っ
た
歴
史
を
辿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
現
在
、
曹
渓
宗
の
開
祖
と
目
さ
れ
て
い 

る
の
は
、
普
照
国
師
知
訥
〈ポ
ジ
ョ
ク
ク
サ
チ
ヌ 

ル
〉(

一
一
五
八
— 

一
ニ
一
〇)

、
太
古
普
愚
〈テ 

ゴ
ポ
ウ
〉(

一
三
〇
一
—
八
二)

で
あ
る
。
ど
ち 

ら
に
せ
よ
開
祖
と
さ
れ
る
だ
け
に
、
現
在
の
曹
渓 

宗
の
思
想
と
繋
が
る
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
韓 

国
仏
教
の
歴
史
を
概
観
し
た
後
、
開
祖
と
さ
れ
る 

二
大
の
う
ち
知
訥
の
思
想
に
触
れ
曹
渓
宗
の
紹
介 

と
し
た
い
。

韓
国
仏
教
の
歴
史 

韓
国
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
三
国
時
代
で
あ 

り
、
伝
来
時
期
は
高
句
麗
と
百
済
が
四
世
紀
末
と 

日
本
に
比
べ
二
〇
〇
年
ほ
ど
早
い
。
新
羅
は
日
本 

よ
り
も
少
し
前
で
あ
る
。
本
格
的
な
仏
教
研
究
が 

始
ま
る
の
は
七•

八
世
紀
の
統
一
新
羅
の
時
代
か 

ら
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
「和
評
思
想
」
で
知 

ら
れ
現
在
で
も
韓
国
で
尊
崇
を
集
め
る
元
暁
〈ウ 

ォ
ニ
ョ
〉
、
韓
国
の
華
厳
祖
師•

義

湘

〈ウ
イ
サ 

ン
〉
、
入
唐
し
て
玄
奘
と
と
も
に
法
相
宗
の
確
立
に 

尽
力
し
た
円
測
〈ウ
オ
ン
チ
ュ
ク
〉
を
輩
出
す
る 

な
ど
、
中
国
仏
教
の
水
準
に
並
ぶ
ほ
ど
高
度
な
教 

学
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
中
、
華
厳
宗
は
以
後
、
 

新
羅
か
ら
高
麗
に
い
た
る
ま
で
中
心
的
な
位
置
を 

占
め
る
。
九
世
紀
頃
か
ら
は
中
国
仏
教
の
趨
勢
に 

あ
わ
せ
禅
僧
が
増
加
し
「九
山
禅
門
」
と
称
さ
れ 

る
ほ
ど
活
発
と
な
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
禅
者 

も
若
い
時
に
は
華
厳
教
学
を
学
ぴ
そ
の
あ
と
で
禅 

へ
と
転
向
し
て
い
る
。

修
行
と
学
解

バ

ラ

ン

ス

感

覚

を

重

視I

た

知
訥
の
禅 

さ
て
、
こ
う
し
た
流
れ
を
う
け
て
高
麗
時
代
中

期
に
活
動
し
た
知
訥
は
、
若
い
頃
に
唐
の
華
厳
学 

者
•

李
通
玄
の
『新
華
厳
経
論
』
に
親
し
み
、
さ 

ら
に
大
慧
宗
杲
の
『大
慧
語
録
』
に
よ
り
大
悟
し
、
 

ま
た
唐
の
華
厳
学
者•

宗
密
の
『禅
源
諸
詮
集
都 

序
』
を
重
視
し
た
。
こ
の
よ
う
に
知
訥
の
仏
教
は 

禅
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
底
流
を
な
す 

も
の
は
新
羅
以
来
の
華
厳
教
学
で
あ
る
。
も
ち
ろ 

ん
教
外
別
伝
を
標
榜
す
る
禅
で
あ
る
か
ら
教
学
が 

そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
完
全
に 

捨
て
て
し
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
は
注
意
さ
れ 

る
。
さ
て
知
訥
の
禅
は
「普
照
禅
」
と
呼
ば
れ
る
。
 

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「頓
悟
漸
修
」
、
「定
慧
双
修
」
 

で
あ
る
。
頓
悟
漸
修
と
は
一
度
悟
っ
た
後
の
修
行 

の
重
要
さ
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
定
慧
双
修
と
は
、
 

そ
の
際
に
禅
の
修
行
と
学
解
と
を
と
も
に
行
う
こ 

と
で
あ
る
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
こ
そ
が
知
訥
の 

特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
華
厳
教
学
が 

あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
華
厳
を
重
視
す
る
伝 

統
は
現
在
で
も
継
承
さ
れ
、
韓
国
の
書
店
の
仏
教 

書
の
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
、
『六
祖
壇
経
』
や 

『金
剛
般
若
経
』
等
の
禅
書
に
並
ん
で
『華
厳
経
』
 

や
華
厳
思
想
に
関
す
る
書
物
も
多
く
見
る
こ
と
が 

で
き
る
。

現
在
の
曹
渓
宗
に 

こ
れ
以
後
、
太
古
普
愚
が
元
か
ら
臨
済
宗
を
も 

た
ら
し
、
ほ
か
に
も
念
仏
や
陀
羅
尼
な
ど
様
々
な 

要
素
を
吸
収
し
重
層
的
に
重
な
り
な
が
ら
現
在
に 

繋
が
る
曹
渓
宗
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
い
や
、
そ 

の
頃
に
は
曹
渓
宗
と
い
う
宗
名
す
ら
自
称
し
て
い 

た
か
は
確
実
で
は
な
く
、
多
く
は
自
分
た
ち
は
禅 

仏
教
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ 

し
て
そ
の
後
の
朝
鮮(
李
氏
朝
鮮)

時
代
の
排
仏 

や
日
本
制
圧
下
の
朝
鮮
仏
教
の
統
制
な
ど
の
紆
余 

曲
折
を
経
、
独
立
後
に
「大
韓
仏
教
曹
渓
宗
」
と

い
う
名
称
が
正
式
に
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な 

わ
ち
、
曹
渓
宗
と
言
っ
て
も
日
本
の
よ
う
に
平 

安
•

鎌
倉
時
代
の
明
確
な
開
祖
と
宗
学
と
を
持
つ 

た

「宗
派
」
が
現
在
ま
で
継
続
す
る
の
で
は
な
く
、
 

華
厳
教
学
や
禅
を
基
盤
と
し
な
が
ら
様
々
な
教
え 

が
堆
積
し
て
い
っ
た
の
が
曹
渓
宗
な
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
か
ら
言
え
ば
「曹
渓
宗
」
と

は

「韓
国
仏
教
」
 

と
同
義
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

文
•

佐

藤

厚
(

さ
と
う
あ
つ
し)

東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
。
日
本 

印
度
学
仏
教
学
会
デ
ー
タ
ベ
一 

ス
セ
ン
タ|

主
事
。

山
形
県
鶴
岡
市
生
ま
れ
。1
9

9
8
年
東
洋
大
学
大
学
院
文
学 

研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
 

博
士 
(

文
学)

学
位
取
得
。
主

要

論

文

に

『新
羅
高
麗
華 

厳
教
学
の
研
究
—
均

如

『
一
乗
法
界
図
円
通
記
』
を
中
心 

と
し
て
—
』
(

博
士

学
位
論
文)

、

「如
来
蔵
の
鏡
と
華
厳
の
鏡
」
(

『
印
度
学
仏 

教
学
研
究
』
通
巻

98
号)

等
が
あ
る
。

《梅花流法具指定販売店〉

法衣•袈裟•打敷•寺院荘厳具•京仏壇•京仏具
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012『238161(法衣部)
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★

環
境
開
題6 2
り
名
ア
寄
視
座

出
ア
メ
リ
カ
記

生
物
が
生
き
て
い
る
の
は
海
面
か
ら
上
下 

一
 

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
範
囲
内
で
あ 

る
。
そ
れ
が
生
物
の
環
境
だ
。
地
球
の
半
径 

は
六
三
七
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
か
ら
、
地
球 

を
直
径
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
リ
ン 

ゴ
だ
と
す
れ
ば
、
生
命
圏
は
リ
ン
ゴ
の
皮
よ 

り
も
薄
い
〇•

三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
被 

膜
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
絶
妙
の
バ 

ラ
ン
ス
の
上
に
奇
跡
的
に
成
り
立
っ
て
き 

た
、
き
わ
め
て
繊
細
で
傷
つ
き
や
す
い
シ
ス 

テ
ム
な
の
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
発
展-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

二
〇
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
明
ら
か
に
な 

っ
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
開
発• 

発
展
を
つ
づ
け
る
な
ら
ば
、
近
い
将
来
地
球 

環
境
は
人
間
の
生
存
に
適
さ
な
く
な
つ
て
し 

ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
現
代
文 

明
は
確
実
に
行
き
詰
ま
つ
て
し
ま
う
と
い
う 

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
持
続
不
可
能
な
の
だ
。
 

こ
の
や
っ
か
い
な
現
実
に
対
し
て
、
経
済
発 

展

の

〈持
続
可
能
性
〉
が
模
索
さ
れ
は
じ
め
、
 

一
九
九
二
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
地
球 

サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
て
、
〈持
続
可
能
な
発
展
〉
 

と
い
う
原
則
が
国
際
的
に
認
知
さ
れ
た
。
 

し
か
し
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
そ
の
成
立
当 

初
か
ら
曲
解
さ
れ
や
す
い
種
を
宿
し
て
い

た
。
そ
し
て
そ 

れ
は
地
球
サ
ミ 

ッ
ト
に
よ
っ
て 

曲
解
の
方
向
へ 

流
れ
が
向
け
ら 

れ

て

し

ま

つ 

た

。

つ
ま
り
、
 

〈
ど
こ
ま
で
環 

境
を
破
壊
し
て 

も
か
ま
わ
な
い 

か
〉
と
い
う
点 

に
論
議
が
す
り 

か
え
ら
れ
た
の 

で
あ
る
。

社
会
が
持
続
可 

能
で
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
と
い 

う

の

は

当

然
 

だ

。

し

か

し

、
 

な
ぜ
発
展
や
開 

発
が
持
続
さ
れ 

な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
の
か
。
開 

発
と
は
自
然
環
境
や
社
会
か
ら
最
大
の
利
益 

を
奪
お
う
と
す
る
行
為
の
こ
と
で
あ
る
。
人 

間
に
と
っ
て
は
開
発
だ
が
環
境
に
と
っ
て
は 

破
壊
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
発
展
が
は

た
し
て
い
つ
ま
で
持
続
可
能
で
あ
る
だ
ろ 

う
。
ほ
ん
と
う
は
人
類
は
い
ま
、
持
続
可
能 

性
か
開
発
発
展
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る 

の
で
は
な
い
の
か
。

5[

正
木
高
志 

籍 

1
9
4
5
年
生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
卒
。

60 

•

S

年
代
な
か
ば
か
ら
イ
ン
ド
を
旅
し
、

80
年
に 

-
-
-
-
-
-

帰
農
。

90
年
か
ら
シ
年
に
か
け
て
モ
ン
タ
ナ 

州
立
大
学
に
招
聘
さ
れ
て
環
境
倫
理
学
を
講 

議
。
著

書
に
『
ス
プ
リ
ン
グ•

フ
ィ
ー
ル
ド
』
 

(
地
湧
社
刊)

、
『木
を
植
え
ま
し
ょ
う
』(
南 

方
新
社
刊)

。
熊
本
県
菊
池
市
在
住 

か
ら
だ
に
や
さ
し
い
煙
草
!?-
-
-
-
-
-

 

〈持
続
可
能
な
発
展
〉
と
い
う
考
え
の
ス 

タ
ン
ス
が
、
持
続
可
能
性
よ
り
も
発
展
の
ほ 

う
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。

つ
ま 

り
持
続
可
能
な
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
、
 

あ
る
い
は
環
境
と
共
生
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
ド 

リ
ー
ム
を
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し 

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
こ
そ
が
危
機
を
生
み 

だ
し
て
い
る
元
凶
で
は
な
い
の
か
。
だ
と
す 

れ
ば
、
環
境
と
共
存
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ 

ム
な
ど
あ
り
え
な
い
は
ず
。
そ
う
で
あ
る 

な
ら
、

〈持
続
可
能
な
発
展
〉
と

は

〈
持
続 

不
可
能
性
の
持
続
〉
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス 

に
他
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
煙
草
の
吸
い
す
ぎ
で
肺
癌
に
冒 

さ
れ
た
と
し
よ
う
。
具
合
が
悪
く
て
煙
草
が 

吸
え
な
い
。

こ
の
ま
ま
だ
と
癌
が
進
行
す
る 

か
ら
と
医
師
に
も
止
め
ら
れ
て
い
る
。

〈持 

続
可
能
な
発
展
〉
と
い
う
の
は
、
そ
の
病
人 

が
、

い
つ
ま
で
も
煙
草
を
吸
い
つ
づ
け
る
こ 

と
が
で
き
る
よ
う
に
健
康
維
持
に
努
め
、
か 

ら
だ
に
や
さ
し
い
煙
草
を
開
発
し
よ
う
と
す 

る
よ
う
な
も
の
だ
。

な
ぜ
煙
草
そ
の
も
の
を
手
離
そ
う
と
し
な 

い
？ 

煙
草
を
や
め
な
け
れ
ば
、
当
面
の
問 

題
を
ク
リ
ア
す
る
新
し
い
煙
草
が
開
発
さ
れ 

た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
新
た
な
問
題
が
生
じ



る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

マ
イ
ル
ド
や
ラ 

イ
ト
な
ら
身
体
に
よ
い
と
い
う
の
は
ま
や
か 

し
だ
。
ほ
ん
と
う
の
問
題
は
煙
草
の
毒
性
の 

強
弱
に
で
は
な
く
、
煙
草
を
吸
う
こ
と
そ
の 

も
の
に
あ
る
は
ず
だ
か
ら
。

宇
宙
に
漂
う
小
さ
な
星
の
上
の
生
態
系
に 

お
い
て
、
環
境
を
破
壊
し
な
が
ら
一
方
向
的 

に
繁
栄
を
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
文 

明
——

世
界
観•

価
値
観•

方
法
論
——

が
持 

続
可
能
で
あ
り
え
る
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
は 

ま
る
で
他
の
健
康
な
細
胞
を
破
壊
し
な
が
ら 

増
殖
す
る
癌
の
よ
う
で
は
な
い
か
。
そ
し
て 

い
ま
や
ア
メ
リ
カ
と
い
う
癌
は
世
界
中
に
転 

移.
.

ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ 

し
つ
つ
あ
る
。

出
ア
メ
リ
カ
記-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

今
日
の
エ
ジ
プ
ト
や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
何 

の
関
係
も
な
い
こ
と
だ
け
れ
ど(
む
し
ろ
立 

場
は
逆
転
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が)

、
 

旧

約

聖

書

の

〈出
エ
ジ
プ
ト
記
〉

に
た
と
え 

る
な
ら
、

〈持
続
可
能
な
発
展
〉
と
い
う
考 

え
方
は
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
脱
出
す
る
の
で
は 

な
く
て
、

エ
ジ
プ
ト
を
持
続
可
能
に
し
よ
う 

と
い
う
概
念
で
あ
る
。
だ
が
、

エ
ジ
プ
ト
こ 

そ
神
に
敵
対
す
る
悪
徳
の
温
床
で
は
な
か
っ 

た
か
。
だ
か
ら
こ
そ
モ
ー
ゼ
は
エ
ジ
プ
ト
か 

ら
脱
出
し
て
神
の
国
を
め
ざ
し
た
の
で
は
な 

か
っ
た
か
。

そ
の
よ
う
に
、
ほ
ん
と
う
に
環
境
問
題
を 

解
決
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
ぼ
く 

た
ち
は
ア
メ
リ
カ
を
持
続
可
能
に
し 

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
ア
メ 

リ
カ
か
ら
脱
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
こ
で
僕
は
、
ア
メ 

リ
カ
と
い
う
言
葉
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク 

に
使
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
と
は
、
 

心
と
生
命
と
を
物
質
的
繁
栄
の
た
め 

に
売
り
渡
し
て
し
ま
っ
た
拝
金
主
義 

者
た
ち
の
社
会
の
こ
と
だ
。
ア
メ
リ 

力
に
追
い
つ
き
追
い
こ
そ
う
と
し
て 

き
た
日
本
も
、
そ
の
日
本
を
目
標
に 

経
済
発
展
を
め
ざ
し
て
き
た
ア
ジ
ア 

の
国
々
も
、
そ
の
意
味
で
ア
メ
リ
カ 

で
あ
る
。
合
衆
国
に
住
む
僕
の
友
人 

た
ち
の
た
め
に
つ
け
加
え
て
お
く
な 

ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
を
脱
出
し
て
環
境 

社
会
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
人
々
は
今 

日
で
は
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
人
に
多
い

と
い
え
る
。

高
度
な
精
神
文
明
の
必
要-
-
-
-
-
-

 

環
境
問
題
を
解
決
し
、
持
続
可
能
な
社
会 

を
め
ざ
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
文 

明
の
持
続
を
で
は
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
に
代 

わ
る
持
続
可
能
な
新
し
い
文
明
を
求
め
な
く 

て
は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
科
学
技
術
の 

発
達
や
物
質
主
義
を
全
般
的
に
否
定
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
問 

題
は
、
科
学
技
術
や
産
業
の
飛
躍
的
な
発
展 

に
よ
っ
て
手
に
し
た
巨
大
な
力
に
比
べ
て
、
 

現
代
人
の
精
神
性
あ
る
い
は
倫
理
観
が
あ
ま 

り
に
も
未
熟
で
立
ち
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と 

に
あ
る
か
ら
だ
。

-

一
〇
世
紀
、
ヒ
ト
は
原
子
力
と
コ
ン
ピ
ュ 

—
タ
ー
を
手
に
し
、
月
面
に
立
っ
た
。
地
上 

を
何
十
回
も
焼
き
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
ほ 

ど
の
軍
事
力
を
装
備
し
、
大
気
圏
内
の
温
度 

を
高
め
て
海
面
を
上
昇
さ
せ
る
ほ
ど
の
膨
大 

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
よ
う
に
な
つ 

た
。
科
学
技
術
の
飛
躍
的
発
達
に
よ
っ
て
ヒ 

ト
は
こ
の
よ
う
な
巨
大
パ
ワ
ー
を
も
っ
た
の 

で
あ
る
が
、
そ
の
力
を
制
御
す
べ
き
精
神
性 

の
ほ
う
は
、
む
し
ろ
退
化
し
て
し
ま
っ
た
よ 

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
危 

機
を
生
ん
で
い
る
。
現
代
社
会
は
あ
た
か
も 

軽
自
動
車
な
み
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
と
ブ
レ
ー 

キ
し
か
そ
な
え
て
い
な
い
五
〇
〇
馬
力
の
駆 

動
力
を
も
っ
た
ダ
ン
プ
カ
ー
の
よ
う
だ
。
巨 

大
パ
ワ
ー
を
制
御
し
き
れ
ず
に
暴
走
し
て
、
 

す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
環
境
を
破
壊
し
て
い 

る
。百

年
前
に
く
ら
べ
れ
ば
、
現
代
大
が
環
境 

に
与
え
る
打
撃
は
百
倍
に
も
の
ぼ
る
だ
ろ 

う
。
そ
れ
は
現
代
大
が
百
年
前
と
お
な
じ
意

識
で
行
動
す
る
な
ら
ば
、
環
境
を
百
倍
も
破 

壊
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
リ 

ス
ク
を
除
く
た
め
に
は
、
ぼ
く
た
ち
は
百
年 

前
の
大
々
に
く
ら
べ 

て
百
倍
も
高
度
な
自
制 

力
を
そ
な
え
、
注
意
深
く
、
思
慮
深
く
行
動 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
 

力
が
悪
い
の
で
は
な
い
。
力
を
捨
て
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
環
境
危
機 

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
身
に 

つ
け
た
巨
大
パ
ワ
ー
に
見
合
う
だ
け
の
高
度 

で
強
靭
な
精
神
性
を
そ
な
え
る
こ
と
で
あ 

る
。
環
境
を
破
壊
す
る
の
は
力
で
は
な
い
。
 

異
常
に
肥
大
し
て
し
ま
っ
た
僕
た
ち
の
エ
ゴ 

-
-

自
己
中
心
性
と
ど
ん
欲-
-

だ
。
制
御 

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
こ
の
心
で
あ 

る
。
心
を
制
御
す
る
の
は
精
神
性
で
あ
る
。
 

高
度
な
科
学
技
術
力
を
制
御
す
る
に
た
る
、
 

高
度
な
精
神
文
明
が
樹
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
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デイスカバーヒューマンライツでは、こ 

れまでDV、児童虐待、犯罪を行った精神 

障害者の処遇についてと、それぞれの人権 

問題の各分野について総論的な視点で取り 

上げてきましたが、今回は少し視点を変え、 

具体的な事件をご紹介し、知的障害者の人 

権が現実にどのような場面で問題となりう 

るかということについて解説していただき

デイスカバー

ヒユーマンライッ④

-知的障害者の人権一
（具体的事例をもとに）

水
戸
事
件

水
戸
市
の
と
あ
る
段
ボ
ー
ル
加
工
会 

社
で
は
、
当
時
多
数
の
知
的
障
害
者
を 

従
業
員
と
し
て
雇
っ
て
お
り(
全
員
住 

込)

、
職
業
安
定
所
な
ど
か
ら
は
障
害 

者

雇

用

の

「優
良
企
業
」
と
し
て
紹
介 

さ
れ
、
同
社
の
社
長
は
障
害
者
福
祉
の 

功
労
者
と
し
て
水
戸
市
か
ら
表
彰
状
や 

感
謝
状
を
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し 

た
。し

か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
同
社
で 

は
従
業
員
に
支
払
う
賃
金
台
帳
等
に
虚 

偽
の
記
載
を
し
て
職
安
か
ら
の
障
害
者 

雇
用
助
成
金
を
不
正
に
騙
し
取
っ
た
ほ 

か
、
従
業
員
で
あ
る
知
的
障
害
者
に
対 

し
て
、
背
中
を
蹴
る
、
木
の
棒
で
顔
を 

殴
る
、
食
事
を
抜
く
、
社
長
や
出
入
業 

者
が
性
的
虐
待
を
加
え
る
、
と
い
っ
た 

肉
体
的
、
性
的
暴
力
が
日
常
的
に
行
わ 

れ
て
い
ま
し
た
。

従
業
員
ら
は
、
ワ
ン
マ
ン
経
営
で
あ 

る
社
長
が
怖
く
て
抵
抗
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、1
9
9
4
年
春 

こ
ろ
、
被
害
を
受
け
た
従
業
員
の
女
性 

が
、
水
戸
警
察
署
や
水
戸
職
業
安
定
所 

等
を
訪
ね
歩
い
て
被
害
を
訴
え
出
ま
し 

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
女
性
は
、
職
員 

か
ら
仕
事
の
邪
魔
だ
か
ら
帰
る
よ
う
に 

言
わ
れ
る
な
ど
、
被
害
を
聞
き
入
れ
て

は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
年

10
月
、
同
社
に
勤
め
る
知
的
障 

害
者
の
母
親
が
、
娘
と
一
緒
に
お
風
呂 

に
入
っ
た
時
、
大
き
な
あ
ざ
が
あ
る
の 

を
発
見
し
す
ぐ
に
社
長
に
電
話
を
し
た 

と
こ
ろ
、

「俺
が
や
っ
た
。
文
句
が
あ 

る
な
ら
早
く
辞
め
ろ
。
」
と
言
い
放
ち 

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
母
親
が
娘
の
診
断 

書
を
つ
け
て
水
戸
警
察
署
に
傷
害
罪
で 

告
訴
し
、
障
害
者
雇
用
助
成
金
の
不
正 

取

得
(
詐
欺)

に
つ
い
て
も
告
発
し
た 

と
こ
ろ
、
翌
年1
月
に
社
長
は
逮
捕
さ 

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
社
長
は

20
日 

ほ
ど
で
釈
放
と
な
り
、
水
戸
地
方
検
察 

庁
は
上
記
詐
欺
罪
だ
け
を
起
訴
し
、
女 

性
従
業
員
に
対
す
る
傷
害
罪
は
不
起
訴 

と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
被
害
者
弁
護
団
が
結
成
さ 

れ
、
事
実
の
調
査
及
び
捜
査
機
関
へ
の 

抗

議
(

上
記
傷
害
事
件
を
起
訴
す
る
よ 

う
抗
議
、
加
え
て
強
姦
罪
等
に
つ
い
て 

の
刑
事
告
訴)

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

結
局
、
検
察
庁
は
、
不
起
訴
と
し
た
上 

記
傷
害
事
件
を
起
訴
し
、
他
に2
件
の 

暴
行
罪
を
追
起
訴
し
た
の
み
で
、
強
姦 

罪
や
重
い
傷
害
罪
に
つ
い
て
は
不
起
訴 

と
し
ま
し
た
。
当
時
の
水
戸
署
幹
部
は 

新
聞
の
取
材
に
対
し
て

「社
長
側
が
全 

面
否
認
し
て
い
る
中
で
、
物
証
の
な
い 

『
密
室
の
行
為
』

の
立
証
は
難
し
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は 

知
的
障
害
者
の
供
述
の
信
用
性
に
対
し 

て
疑
問
を
抱
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら 

れ
ま
す
。

そ
し
て
、1
9
9
7
年3
月

28
日
、
 

水
戸
地
方
裁
判
所
で
社
長
に
対
す
る
判 

決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
判
決
内
容
は
懲 

役3
年
、
執
行
猶
予4
年
の
執
行
猶
予 

付
判
決
。
そ
れ
に
対
し
、
支
援
者
ら
は 

不
当
判
決
と
し
て
社
長
を
乗
せ
た
車
を 

取
り
囲
み
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
割
る 

な
ど
し
て
一
時
騒
然
と
な
り
、
機
動
隊 

が
出
動
す
る
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
被 

害

者

側

弁

護

団

は

「判
決
に
は
納
得
い 

か
な
い
が
、

こ
ん
な
暴
力
事
件
を
起
こ 

し
て
は
、
せ
っ
か
く
盛
り
上
が
っ
た
支 

援

の
流
れ

に
水
を

差
し
て

し
ま
う
。
」
 

と
コ
メ
ン
ト
し
、
顔
を
曇
ら
せ
ま
し
た
。

白
川
育
成
園
事
件

福
島
県
の
知
的
障
害
者
入
所
更
生
施 

設
•

白
川
育
成
園
に
お
い
て
、1
9
9
 

7
年
の4
月
以
降
、
知
的
障
害
者
に
対 

す
る
数
々
の
虐
待
行
為
が
告
発
に
よ
っ 

て
暴
か
れ
、
そ
の
人
権
侵
害
ゆ
え
に
施 

設
自
体
が
廃
園
と
な
っ
た
事
件
で
す
。
 

当
園
に
お
い
て
は
、
園
生
の
行
動
を 

抑
制
す
る
た
め
催
眠
剤
な
ど
の
薬
物
を 

大
量
に
投
与
す
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
食 

事
を
抜
く
、
蔑
視
し
た
あ
だ
名
で
呼
ぶ
、
 

性
的
虐
待
を
加
え
る
、
な
ど
の
暴
力
が 

日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
入 

所

者

は

「園
長
」

の
復
讐
を
恐
れ
、
被 

害
を
外
部
に
訴
え
出
る
こ
と
が
で
き
ま 

せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、1
9
9
7
年
に
な
り
、

10



自
ら
も
入
園
者
に
暴
力
を
加
え
て
い
た 

職
員
が
自
責
の
念
に
か
ら
れ
、
入
園
者 

の
親
の
一
部
に
実
態
を
告
白
し
ま
し 

た
。
職
員
の
告
白
は
当
時
の
新
聞
に
も 

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
中
で
職 

員

は

「連
れ
戻
さ
れ
た
園
生
に
言
わ
れ 

た
ん
で
す
。

『私
を
叩
い
て
ち
ょ
う
だ 

い
。
叩
か
れ
な
い
と
分
か
ら
な
い
か
ら
。
 

直
ら
な
い
か
ら
…
。
』
と
。
び
っ
く
り 

し
て
思
わ
ず
彼
女
を
抱
き
し
め
ま
し 

た
。
体
罰
を
し
た
園
生
に
は
本
当
に
謝 

罪
し
た
い
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
告
発
を
受
け
、
福
島
県
は
現
地 

調
査
を
行
い
園
長
宛
に
「指
導
監
査
の 

結

果

に

つ

い

て(

通
知)

」
と
い
う
監 

査
報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中 

で
は
白
川
育
成
園
の
監
督
指
導
機
関
で 

あ

る

福

島

県

は

「虐
待
」

の
言
葉
を
あ

げ
て
い
な
い
も
の
の
、
表
現
の
趣
旨
か 

ら
す
る
と
園
の
虐
待
の
事
実
を
確
認
し 

た
も
の
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
弁
護
団
が
結
成
さ
れ
、
園
長 

が
医
師
法
違
反
、
暴
行
罪
等
の
罪
名
で 

白
河
警
察
署
に
刑
事
告
訴
さ
れ
ま
し 

た
。
と
こ
ろ
が
警
察
側
は
、
刑
事
告
訴 

さ
れ
た
園
長
と
職
員1
名
の
他
に
、
内 

部
告
発
を
し
た
職
員
た
ち
を
も
被
疑
者 

と
し
て
取
り
調
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
 

4
人
全
員
が
送
検
さ
れ
、
結
局
、
園
長 

も
含
め
た
全
員
が
不
起
訴
と
な
り
ま
し 

た
。
さ
ら
に
は
、
法
務
省
人
権
擁
護
局 

は
、
園
長
ら
に
つ
い
て
は
注
意
勧
告
も 

せ
ず
、
逆
に
内
部
告
発
を
し
た
職
員
た 

ち
に
限
っ
て
人
権
侵
犯
の
勧
告
処
分
を 

し
ま
し
た
。
ま

さ

に

「正
直
者
が
バ
カ 

を
見
る
」
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の 

で
す
。

そ
の
後
、
多
数
の
入
所
者
た
ち
が
退 

去
し
て
、
白
河
育
成
園
は
廃
園
と
な
り 

ま
し
た
。

甲
山
事
件

こ
の
事
件
は
右2
件
と
は
異
な
り
、
 

目
撃
者
と
し
て
の
知
的
障
害
者
の
証
言 

の
信
憑
性
が
激
し
く
争
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、1
9
7
4
年
、
知
的
障
害
児 

施
設
の
若
い
職
員
が
入
園
者
を
殺
し
た 

罪
に
問
わ
れ
、
約

25
年
間
、
無

罪
•

審

理
差
し
戻
し
が
繰
り
返
さ
れ
、1
9
9
 

9
年
に
無
罪
判
決
が
出
て
冤
罪
が
晴
ら 

さ
れ
た
事
件
で
す
。

捜
査
機
関
は
、
知

的

障

害

者

は

「ウ 

ソ
が
つ
け
な
い
。
」
と
し
て
、
職
員
を
殺 

人
犯
に
す
る
目
撃
者
と
し
ま
し
た
が
、
 

裁
判
で
は
そ
の
目
撃
証
言
が
当
該
知
的 

障
害
者
の
実
体
験
に
基
づ
く
証
言
で
あ 

っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
激
し 

く
争
わ
れ
ま
し
た
。

裁
判
で
は
、
捜
査
機
関
が
意
図
的
に 

若
し
く
は
誘
導•

暗
示
を
も
っ
て
取
調 

官
の
期
待
す
る
方
向
へ
の
情
報
操
作
を 

な
し
て
、
有
罪
と
の
目
撃
証
言
を
作
り 

出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
と 

認
定
さ
れ
、
無
罪
判
決
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
事
件
の
背
景
に
は
、

「捜
査
機
関 

に
と
っ
て
有
利
な
よ
う
に
知
的
障
害
者 

を
誘
導
し
て
目
撃
証
言
を
作
っ
て
も
分 

か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
」
ま

た

は

「知
的
障 

害
者
は
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
。
」
と
い
う
捜 

査
機
関
に
よ
る
差
別
的
意
識
な
い
し
偏 

見
が
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に

以
上
、
知
的
障
害
者
の
人
権
が
問
題 

と
な
っ
た
具
体
的
事
案
を
、
た
だ
そ
の 

事
実
の
み
を
書
い
て
き
ま
し
た
。
水
戸 

事
件
、
白
河
育
成
園
事
件
に
関
し
て
言 

え
ば
、
も
ち
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
知
的
障
害

者
施
設
に
お
い
て
虐
待
が
行
わ
れ
て
い 

る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

過
去
に
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
た
と 

い
う
こ
と
、
施
設
と
い
う
密
室
で
行
わ 

れ
る
も
の
で
あ
る
ゆ
え
発
覚
が
遅
れ
る 

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
捜
査
機
関
や
弁 

護
土
、
行
政
機
関
等
が
施
設
に
お
け
る 

虐
待
、
人
権
侵
害
の
お
そ
れ
を
発
見
し 

た
と
き
に
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
対
応 

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま 

す
。ま

た
、
甲
山
事
件
に
関
し
て
言
え
ば
、
 

「知
的
障
害
者
は
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
。
」
 

と
い
う
偏
見
が
あ
り
、
そ
の
根
底
に
は 

知
的
障
害
者
に
対
す
る
差
別
的
意
識
が 

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
同 

じ
知
的
障
害
者
で
あ
っ
て
も
、
被
疑
者 

の
立
場
で
あ
る
場
合
に
は
「話
す
た
び 

に
ウ
ソ
を
つ
く
。
」
と
捜
査
機
関
に
問 

い
詰
め
ら
れ
る
等
、
偏
見
や
差
別
に
基 

づ
い
た
捜
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り 

ま
す
。

過
去
の
事
例
を
見
て
、
知
的
障
害
者 

の
人
権
や
知
的
障
害
者
に
対
す
る
捜
査 

方
法
と
い
う
も
の
を
再
度
考
え
て
み
る 

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

文
•

見
野
彰
信

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
。
民

事
•

刑

事
•

家
事
な 

ど
法
律
問
題
一
般
を
扱
う
。
野
田
信
彦
法
律
事
務 

所
(

札
幌
市)

所
属
。
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現代と宗教

2
の そ

仏
教
経
済
学
は

「正

命

」
の
学 

「仏
教
経
済
学
」
と
い
う
言
葉
が
世
界
中 

に
と
ど
ろ
き
亘
っ
た
の
は
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ 

—
が

著

し

た

『
ス

モ

ー

ル

イ

ズ

ビ

ュ

ー
 

テ
ィ
フ
ル
』

の
第
四
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
た 

と
き
か
ら
で
す
。
彼
は
カ
ト
リ
シ
ア
ン
で
す 

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済
開
発
顧
問
と
し
て 

携
わ
っ
た
と
き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
仏
教
と 

い
う
素
晴
ら
し
い
経
済
思
想
が
あ
る
。
そ
れ 

に
自
信
を

持
っ
て

「仏
教
経
済
学
」

の
よ
う 

な
も
の
を
作
る
覚
悟
で
取
り
組
め
ば
、
世
界 

に
誇
る
経
済
が
必
ず
で
き
ま
す
と
い
う
こ
と 

を
提
唱
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
十
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
 

「仏
教
経
済
学
」
の
構
築
に
真
剣
に
取
り
組
む 

人
は
ミ
ヤ
ン
マ
ー
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
の
仏

教
国
に
も
殆
ど
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
 

今
で
も
カ
ト
リ
シ
ア
ン
の
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー 

に
「仏
教
経
済
学
」
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
仏 

教
者
が
多
い
有
様
で
す
。
カ
ト
リ
シ
ア
ン
と 

し
て
の
開
発
経
済
学
に
つ
い
て
は
シ
ュ
ー
マ 

ッ
ハ
ー
に
学
ぶ
点
は
少
な
く
な
い
が
、
仏
教 

と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー 

が

「仏
教
経
済
学
」
を
構
築
す
る
と
き
の
根 

拠
に
し
た
の
が
、
八
正
道
の
一
つ
の
「正
命
」
 

(

し
ょ
う
み
ょ
う)

で
す
。
仏
教
の
教
え
に 

従

っ

て

「
い
ま
を
生
き
る
」

こ
と
を
問
う
だ 

け
の
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
は
仏
教
者
だ
け 

し
か
で
き
な
い
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏 

教
者
と
し
て
の
生
き
方
に
本
当
の
自
信
が
持 

て
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
シ
ュ
ー
マ
ッ 

ハ
ー
に
い
わ
せ
れ
ば
仏
教
者
と
し
て
の
生
き 

方
と
現
実
の
経
済
と
の
間
に
距
離
が
で
き
て 

し
ま
っ
て
い
る
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
る 

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
よ
う
。
 

仏
教
経
済
学
は

「非
市
場
経
済
」
の
学 

「仏
教
経
済
学
」
と 

い
う
言
葉
は
、
戦
前
で 

は
、
友

松

円

諦

が

「寺 

院
経
済
」

の
解
明
を
主 

眼
に
置
い
て
、

「仏
教 

と
経
済
」

の
関
係
に
つ 

い
て
研
究
に
着
手
さ
れ 

ま
し
た
。

「現
代
経
済
」
 

と
の
関
係
で
は
、
戦
後 

ま
も
な
く
マ
ッ
ク
ス• 

ウ
ェ
—

バ
—

の

『プ
ロ 

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の

倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』

で
展
開
さ
れ
た 

「宗
教
と
経
済
」

の
関
係
に
倣
っ
て
、
禅
宗 

や
石
門
心
学
に
そ
れ
に
近
い
教
え
が
あ
る
と 

し

て

「仏
教
と
経
済
」

の
関
係
が
研
究
さ
れ 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
経 

済

を

「資
本
主
義
経
済
」

や

「市
場
経
済
」
 

と
捉
え
、
そ
れ
を
是
認
し
た
上
で
の
研
究
に 

す
ぎ
ず
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
よ
う
に
、
今 

に

生

き

た

「現
代
経
済
」
と
の
関
係
で
取
り 

上
げ
ら
れ
る
ま
で
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
で
も
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ 

—

の
指
摘
に
仏
教
者
が
耳
を
傾
け
、

「資
本 

主
義
」
と

か

「市
場
経
済
」
と
い
っ
た
、
西 

洋
近
代
で
開
発
さ
れ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
惑
わ 

さ
れ
ず
に
、
二
五
〇
〇
年
余
の
歴
史
の
あ
る 

仏
教
の
視
点
か
ら
そ
れ
ら
に
代
わ
る
仏
教
経 

済
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
そ
の
時
の
ポ
イ 

ン
ト
は
、
西
洋
近
代
の
「市
場
経
済
」(

マ
ー 

ケ
ッ
ト)

の
裏
に
あ
っ
て
、
仏
眼
で
の
み
見 

え
る
、
も
う
一
つ
の
経
済
原
理
で
あ
る
「市
」
 

(

バ
ザ
ー
ル)

を

中

心

に

据

え

た

「非
市
場
経 

済
」

に
目
を
向
け
、
そ
の
現
代
化
を
図
る
こ 

と
で
す
。
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現代と宗教

「仏教経済学」 
って•何?

「バ
—
チ
ャ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ1
」
 

は
仏
教
経
済
学
か 

「現
代
経
済
」
は

「情
報
化
社
会
」

に
向 

か
っ
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
展
開
さ 

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
ま
す
と
、
 

こ

れ

に
よ
っ
て

「仏
教
国
」

の

「工
業
経
済 

化
」

の
可
能
性
が
世
界
的
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ 

る
こ
と
で
す
。
日
本
を
含
め
た
仏
教
国
は 

「現
代
」
と
い
う
時
代
の
中
で
ど
う
生
き
延 

び
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

仏
•

法
•

僧
の
三
宝
が
敬
わ
れ
て
は
じ
め 

て
そ
の
時
代
に
生
き
た
仏
教
と
な
り
ま
す
。
 

今
日
の
日
本
よ
う
に
、
僧
侶
が
世
襲
化
さ
れ 

て
い
る
た
め
、
江
戸
時
代
に
定
着
し
た
に
す 

ぎ

な

い

「檀
家
制
度
」
を

背

景

に

し

た

「葬 

式
仏
教
」
に
す
が
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
が
、
 

こ
れ
か
ら
は
、
さ

し

当

た

り

「仏
教
的
空
」
 

と

「
バ
ー
チ
ャ
ル•

エ
コ
ノ
ミ
ー
」
(

仮
想 

経
済)

の
真
の
関
係
を
現
実
の
経
済
の
中
で 

具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
に
多
く
の
時
間
を 

費
し
、
今

一

度

「法
と
僧
」
が
尊
敬
さ
れ
る 

よ
う
に
な
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
良
い
と
い 

う
の
で
し
ょ
う
か
。
仏
教
思
想
の
近
代
性
を 

さ
が
す
こ
と
か
ら 

一  

刻
も
早
く
目
を
覚
ま 

し
、

「行
」

の
仏
教
で
培
っ
て
き
た
財
産
を 

吐
き
出
す
と
き
な
の
で
す̂

文
•

武

井

昭

高
崎
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授•

付
属
産
業
研
究
所
所 

長
、
駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所
員
。

1
9
4
2
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
昭
和

44
年
早
稲
田
大
学 

大
学
院
修
士
課
程
終
了
。
そ
の
後
。
高
崎
経
済
大
学
助 

手
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
昭
和

59
年
に
教
授
、
 

現
在
に
至
る
。

(

著
書)

「仏
眼
で
読
む
日
本
経
済
入
門
」
(

経
済
界)

、

「生
活
と 

「
福
祉
の
社
会
経
済
学
」
(

高
文
堂
出
版
社)

等
が
あ
る
。」

♦編集部註① シューマッハーについて

エルンスト•フリードリッヒ•シューマッハー（1911 
〜77年）ドイツボン生まれの経済学者。オクスフォード 

大学に学ぶ。戦後英国に帰化。英国石炭公社顧問として 

早くから石油危機を予言。その「スモール」の経済哲学 

は、物質至上主義の現代文明への最も鋭い批判として新 

たに注目されている。「仏教経済学」は、1973年出版の 

「スモールイズビューティフル」の中で取り上げられて 

いる。出版と同時にベストセラーとなった同書は現在に 

至るまで世界的影響を与え続けている。同書の中でシュ 

♦編集部註②シューマッハーの説いた仏教経済学

シューマッハーは、ビルマの経済顧問に就任したこと 

から仏教に対する理解を深め、仏教的見地にたった「仏 

教経済学」を提唱する。現代経済学が欲望の充足を目的 

としているのに対して仏教経済学では普遍的な人間らし 

い生活が求められる。簡素化と非暴力、生あるものへの 

敬虔な態度、生命サイクルの保持などが特に重要視され 

ている。彼は「現代経済学では、金で表した価格によっ 

てすべてのものを同一化し、再生可能の物質と再生不可 

能なものとの区別をしない。」と説き、「仏教経済学的見 

地にたてばこの両者には決定的な違いがあり、その違い 

は決して無視されるべきものではなく、再生不能財を不

♦参考文献 E • Fシューマッハ「スモールイズビュー 

ティフル」講談社学術文庫、水野弘元「仏 

教用語の基礎知識」春秋社他 

ーマッハ自身が「真理は宗教の形で語られている」と述 

べていることからも彼が形而上的、宗教的なものを重要 

視していたことが分かる。晩年にカトリック信者となる。 

シューマッハーの経済学はそれまでの現代経済学とは一 

線を画す新しい視点から人間と社会、自然とのあり方を 

考えたものと言える。ちなみに「スモールイズビューテ 

ィフル」の副題は一人間中心の経済学一である。今日見 

られる環境問題、エコロジー経済学、軽薄短小技術の発 

展等にはシューマッハの影響が多分に見られる。

用意に使い続けることは自然に対する暴力行為である。」 

とある。近年注目されつつあるものの、このような価値 

観は未だ現在の我々の経済態度と隔たりがある。シュー 

マッハは「今日、宗教や精神の価値を無視して行われて 

いる「近代化」なるものが、本当によい成果を上げてい 

るのかという疑問が残る。」と言う。彼の説く 「仏教経 

済学」は八正道の「正命」にその価値基準をおいて、新 

たに構築するものである。シューマッハーの仏教経済学 

はむろん完全なものではないが、仏教者として対社会的 

な行為を考える上でシューマッハーの仏教経済学は示唆 

に富むものと思われる。

※編集部注は本記事理解の一助となるべく武井先生監修 

のもと、編集部で作成いたしました。
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Prison Dharma
SOSE-

 -NTERNAT-ONAL
R

T
「ソ
ー
シ
ャ
リ
ー •

エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ゼ
ン
」
 

(
社
会
の
諸
問
題
に
精
力
的
に
関
わ
っ
て
い
く
禅)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

仏
教
革
新
の
動
き 

仏
教
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

一
般
的 

に
、
厭
世
的
で
現
実
逃
避
的
な
宗
教
だ
と
思 

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
俗
世
間
と
の
か
か
わ
り 

を

絶

ち

「出
家
」
し
て
僧
院
の
う
ち
に
こ
も 

っ
て
お
こ
な
う
修
行
が
伝
統
的
に
理
想
と
さ 

れ
て
き
た
こ
と
、
現
世
は
本
来
的
に
苦
で
あ 

り
そ
こ
か
ら
の
出
離
以
外
に
救
い
は
な
い
と 

い
う
教
理
や
じ
っ
と
坐
り
こ
ん
で
内
な
る
世 

界
に
沈
潜
す
る
か
の
よ
う
な
瞑
想
行
が
強
調 

さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
そ
れ
も 

無
理
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に

Geoffrey Shugen Arnold 
Zen Teacher, Zen Mountain Monastery

Thursday, April 11,2002
4:30 p.m.

Seeyle Hall, Room 106

Sponsored by the Ada Howe Kent Fund and 
the Deportment of Religion and Biblical Literature

Smith College, Northampton. Massachusetts

I■プリズンダルマ」講演会ポスター

「己
事
究
明
」
を
前
面
に
押
し
出
し
坐
禅
を 

最
重
要
視
す
る
禅
仏
教
に
対
し
て
は
と
り
わ 

け

「社
会
の
雑
事
に
は
背
を
向
け
専
一
に
悟 

り
を
め
ざ
す
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し 

が
ち
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
一
面
的
で 

誤
っ
た
理
解
で
す
が
歴
史
的
に
み
る
と
「世 

事
」•
よ

り

「己
事
」
が
優
先
さ
れ
て
き
た
こ 

と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
禅
は
前
回 

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
僧
院
に
ひ
き
こ 

も
り
世
事
に
背
を
向
け
る(

い

わ

ば

「ソ
ー 

シ

ャ

リ

ー•

デ

ィ

ス

エ

ン

ゲ

ー

ジ

ド•

ゼ 

ン
」
と
で
も
言
え
る
で
し
よ
う
か)

ど
こ
ろ 

か
禅
修
行
の
重
要
な
一
環
と
し
て
積
極
的
に 

社
会
の
諸
問
題
に
創
造
的
に
取
り
組
ん
で
い 

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
実
は
こ
う
い
う
態
度 

は
禅
に
か
ぎ
ら
ず
ひ
ろ
く
ア
メ
リ
カ
の
仏
教 

全
般
に
み
ら
れ
る
特
徴
で(

ア
ジ
ア
の
仏
教 

国
で
も
そ
う
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す)

、
ひ 

と
つ
の
仏
教
革
新
運
動
と
し
て
「ソ
ー
シ
ャ 

リ
ー 
•

エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド•

ブ
デ
ィ
ズ
ム
」
と 

い
う
言
葉
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
付 

加
的
で
周
辺
的
な
単
な
る
宗
教
的
慈
善
行
為 

と
い
っ
た
レ
ベ
ル
を
超
え
て
も
っ
と
包
括
的

に
仏
教
の
英
知
と
実
践
を
社
会
的
諸
問
題
の 

解
決
に
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
的
な 

解
脱
だ
け
で
は
な
く
よ
り
広
く
社
会
全
体
の 

よ
り
よ
い
解
放
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
努
力
な 

の
で
す
。
大
乗
仏
教
が
唱
え

た
「衆
生
無
辺 

誓
願
度
」
と
い
う
菩
薩
的
生
き
か
た
を
現
代 

に
力
強
く
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る 

の
だ
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
言
葉
は
現
在
ア
メ
リ
カ
で
ダ
ラ
イ
ラ 

マ
と
並
ん
で
最
も
敬
愛
さ
れ
て
い
る
仏
教
指 

導
者
で
あ
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
禅
僧
テ
イ
ク• 

ナ

ッ

ト•

ハ

ン
(

釈
一
行)

師
が
ヴ
ェ
ト
ナ 

ム
戦
争
中
に
使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
ま 

す
。
た

と

え

ば

「仏
教
と
は
目
覚
め
る
こ
と 

で
あ
る
。
目
覚
め
る
と
は
か
ら
だ
に
、

こ
こ 

ろ
に
、
そ
し
て
世
界
に
い
ま
な
に
が
起
き
て 

い
る
か
、
そ
れ
に
は
っ
き
り
と
気
づ
い
て
い 

る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
あ
な
た
が
ほ
ん
と
う 

に
目
覚
め
て
い
る
な
ら
、
あ
な
た
の
ま
わ
り 

に
見
え
る
衆
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
を
和 

ら
げ
る
た
め
に
慈
愛
に
み
ち
た
行
動
を
起
こ 

さ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
く
な
る
は
ず
だ
。
瞑 

想
行
は
社
会
か
ら
の
逃
避
で
は
な
い
。
自
ら 

に
た
ち
も
ど
り
そ
こ
で
起
こ
つ
て
い
る
こ
と

を
は
つ
き
り
と
見
と
ど
け
る
こ
と
な
の
だ
。
 

ほ
ん
と
う
の
見
と
ど
け
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は 

か
な
ら
ず
行
動
が
あ
る
。
深
い
気
づ
き
が
あ 

れ
ば
何
を
為
す
べ
き
か
、
何
を
為
す
べ
き
で 

な
い
か
が
お
の
ず
と
わ
か
る
の
だ
。
だ
か
ら 

仏
教
は
本
質
的
に
世
界
に
関
わ
る(

エ
ン
ゲ 

イ
ジ
す
る)

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

14 

そ
う
い
う
関
わ
り
が
な
い
の
な
ら
そ
れ
は
仏 

教
で
は
な
い
。
」
と

ナ

ッ

ト•

ハ
ン
師
は
語 

り
ま
し
た
。

こ

う

し

た

「関
わ
る
仏
教
」

の 

提
唱
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
六
十
年
代
か 

ら
続
い
て
き
て
い
る
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
か
ら 

の
社
会
問
題
へ
の
強
い
関
心
と
プ
ロ
テ
ス
タ 

ン
テ
ィ
ズ
ム
に
根
強
く
あ
る
現
世
改
革
志
向 

に
基
づ
く
積
極
的
な
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム 

(

実
行
主
義)

と
あ
い
ま
っ
て
ア
メ
リ
カ
に 

お
け
る
仏
教
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
潮
流
に
な 

っ
た
の
で
す
。

い
つ
か
、
こ
う
い
う
意
味
深 

い
動
き
を
日
本
で
も
詳
し
く
紹
介
で
き
た
ら 

と
思
つ
て
い
ま
す
。

冃

関

わ

る

仏

教

い 

曹
洞
禅
の
流
れ
を
汲
む
ア
メ
リ
カ
の
禅
修 

行
者
た
ち
の
「
エ
ン
ゲ
イ
ジ
」
の
実
例
と
し
て



平等山禅堂接心にて

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ•

ゼ

ン•

セ
ン
タ 

—
が
お
こ
な
っ
て
い
る
「ホ
ス
ピ
ス•

ヴ
ォ 

ラ
ン
テ
ィ
ア•

プ
ロ
グ
ラ
ム
」(
末
期
癌
や
エ 

イ
ズ
で
死
の
床
に
つ
い
て
い
る
患
者
の
元
へ 

禅
修
行
を
含
む
研
修
を
受
け
た
ヴ
ォ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
を
派
遣
す
る)

、
日
本
で
長
年
修
行
を
積 

ん
だ
ベ
ナ
ー
ジ
ュ
大
円
尼
和
尚(

ペ
ン
シ
ル 

バ
ニ
ア
州
平
等
山
禅
堂)

や

ゼ

ン•

マ
ウ
ン 

テ
ン
・
モ
ナ
ス
タ
リ
ー
が
お
こ
な
っ
て
い
る 

刑
務
所
内
で
の
坐
禅
指
導
、
前
角
博
雄
老
師 

の
法
嗣
で
あ
る
徹
玄
グ
ラ
ス
マ
ン
が
最
近
創

設
し
た
ゼ
ン•

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
・
オ
—
ダ

—(
禅
調
停
者
教
団)

が
展
開
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
的
活
動(

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ 

や
路
上
で
の
リ
ト
リ
ー
ト
、
葛
藤
調
停
技
法 

の
訓
練
、
諸
宗
教
の
平
和
団
体
間
の
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど)

、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ• 

ゼ
ン
・
セ
ン
タ
ー
や
ゼ
ン
・
マ
ウ
ン
テ
ン
・ 

モ
ナ
ス
タ
リ
ー
が
展
開
し
て
い
る
環
境
意
識 

向
上
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ 

プ
、
そ
し
て
代
表
的
な
ソ
ー
シ
ャ
リ
ー•

エ 

ン
ゲ
イ
ジ
ド•

ブ
デ
ィ
ス
ト
の
団
体
で
あ
る 

「
ブ

デ

ィ
ス
ト•

ピ

ー

ス•

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ 

プ
」

に
は
多
く
の
曹
洞
禅
修
行
者
が
中
心
的 

メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

わ
が
日
本
曹
洞
宗
も
環
境
問
題
、
人
権
問 

題
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
や
シ
ャ
ン
テ
イ
国 

際
ヴ
オ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
活
動
な
ど
宗
門
を 

あ
げ
て
社
会
の
問
題
に
精
力
的
に
関
わ
っ
て 

き
た
実
績
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に 

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
・ 

エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
理
念
や
試
み
に
も
お 

お
い
に
学
び
な
が
ら
、
宗
門
全
体
と
し
て
も 

ま
た
個
々
の
寺
院
や
僧
侶
の
レ
ベ
ル
に
お
い 

て
も
今
後
と
も
充
実
し
た
活
動
を
続
け
て
も 

ら
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

世
事
と
己
事
の
バ
ラ
ン
ス 

た
だ
懸
念
さ
れ
る
の
は
、

「
ソ
ー
シ
ャ
リ 

1
•

エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
」
は
よ
い
け
れ
ど
と
り 

く
む
べ
き
問
題
が
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た 

り
複
雑
で
解
決
の
困
難
な
も
の
が
多
い
た 

め
、
そ
れ
に
足
を
す
く
わ
れ
「ゼ
ン
」

の
部 

分
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
と
い 

う
こ
と
で
す
。
坐
禅
修
行
と
社
会
的
行
動
の 

あ
い
だ
に
う
ま
く
折
合
い
と
バ
ラ
ン
ス
を
と 

り

な

が

ら

「中
道
」
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
。
 

そ
れ
は
実
際
は
口
で
言
う
ほ
ど(

た
と
え
ば

「社
会
活
動
を
動
く
坐
禅
と
し
て
行
な
う
の 

だ
」
と
言
い
ま
す
が
そ
れ
が
で
き
る
た
め
に 

は
相
当
の
坐
禅
修
行
が
必
要
で
す
し
、
坐
禅 

は
坐
禅
で
あ
っ
て
社
会
活
動
を
も
っ
て
そ
の 

代
わ
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ 

う̂

ま
た
そ
の
逆
も
言
え
ま
す)

た
や
す
い 

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
週
末
に
は
接 

心
に
参
加
す
べ
き
か
反
核
の
デ
モ
に
参
加
す 

べ
き
か
と
い
っ
た
選
択
を
具
体
的
に
し
な
く 

て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
だ
け 

で
は
な
く
家
族
や
友
人
と
の
関
係
、
生
活
の 

糧
の
問
題
、
育
児
の
問
題
、
健
康
の
維
持
、
 

自
分
自
身
の
教
養
の
向
上
と
い
っ
た
さ
ま
ざ 

ま
な
こ
と
が
ら
も
同
時
に
考
慮
に
入
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
実
生 

活
を
背
負
っ
た
生
身
の
人
間
な
の
で
す
か
ら 

…
。
坐
禅
修
行
が
そ
の
ま
ま
社
会
的
な
活
動 

で
あ
り
、
社
会
的
な
活
動
が
ほ
ん
と
う
に
坐 

禅
の
展
開
で
あ
る
よ
う
な
地
平
を
ど
う
拓
い 

て
い
く
か
。

「世
事
」
と

「己
事
」
が
切
り 

結
ぶ
と
こ
ろ
で
ど
う
禅
を
現
成
さ
せ
る
か
。

グリーンガルチ禅センターの農場

こ
の
点
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
「ソ
ー
シ
ャ 

リ
ー 
•

エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド•

ゼ
ン
」
は
ま
だ
ま 

だ
試
行
錯
誤
を
し
て
い
る
段
階
だ
と
わ
た
し 

は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
こ
の
う 

え
な
く
貴
重
な
実
験
と
し
て
高
く
評
価
す
べ 

き
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
う 

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
次
回
は
、

「ソ
ー
シ
ャ
リ
ー 
•

エ 

ン
ゲ 

イ

ジ

ド•

ゼ
ン
」
と
な
ら
ん
で
禅
が
禅
堂
を 

出
て
そ
の
外
で
「応
用
」
さ
れ
て
い
る
も
う
一 

つ
の
実
例
と
し
て
、
 

「セ
ラ
ピ
ー
社
会
」
 

と
い 

わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
心
理
療
法
の
実 

践
に
禅
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
て
い 

る
か
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

文
•

藤
田
一
照

1
9
5
4
年
、
愛
媛
県
生
ま
れ
。1
9
8
7
年
、
米
国
マ 

サ
チ
ュ
—
セ
ッ
ツ
州
ヴ
ア
レ
ー
禅
堂
の
住
持
と
し
て
渡
米
、
 

現
在
に
い
た
る
。
著

書

に

『新
こ
こ
ろ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』 

(

共
著 

佐
賀
新
聞
社
刊)

、
訳
書
に

テ

ィ

ク•

ナ

ッ

ト• 

ハ

ン

『禅
へ
の
鍵
』
(

春
秋
社
刊)

、

ス
テ
ィ1
ブ

ン
•

バ 

チ

ェ

ラ

ー

『ダ
ル
マ
の
実
践
』
(

春
秋
社
刊)

等
が
あ
る
。
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掌総会 全曹青情報局

去る6月17日、曹洞宗檀信徒 

会館において全曹青総会が開催 

されました。

午前10時より、評議員会（43 
名）が開かれました。議長選出 

では、伊串泰純師（宮城曹青） 

が議長に、磯田浩隆師（熊本曹 

青）が副議長に選任され、平成 

13年度事業および収支決算報 

告。平成14年度事業計画案およ 

び収支決算案が可決いたしまし 

た。続いて、午後1時より、全 

国より百余名の会員各位の参加 

を得て、平成14年度総会が開か 

れました。

開会式は、池上幸秀会長を導 

師として本尊上供が厳修されま 

した。

総会は、高原淳尚事務局長が 

司会を務め、開会の辞を白井應 

隆副会長が宣言しました。 

続いて、池上会長が挨拶に立ち、

た。

次に、教化部長の壇上尚道老 

師より、全曹青の益々の発展を 

祈念するご挨拶をいただきまし 

た。

また、慕古事業経過報告が森 

道輝総合企画委員長によって説 

明されました。

次期会長選考委員会（浦辺世 

紀委員長）からは、第15期全曹 

青会長に、山口英寿師（愛知第 

1）が、副会長に河村康秀師 

（北海道第1）•和田光史師（鳥 

取）・宮寺守正師（埼玉第1） 

が選考され満場一致で承認され 

ました。

次に、全日本仏教青年会から 

の活動経過報告を、山口英寿副 

会長が報告がありました。

最後に閉会の辞を、本上一真 

副会長が述べて総会を閉じまし 

た。

全国各地よりの会員各位のご参集に対し、お礼を申し述べ、 続いて、午後3時半より「禅の集い 中央研修会」が開

昨年より掲げてきた、「とどろけ全曹青のハーモニー」の 

スローガンに邁進すること、今年の高祖道元禅師750回大 

遠忌における全曹青の「慕古事業」の報恩実践行を皆様の 

ご協力によって円成させていただく事を、力強く述べまし 

催されました。講演は、講師に駒澤大学教授の河村孝道先 

生をお招きして、「『正法眼蔵 八大人覚』撰述のおこころ」 

と題して、八大大覚の書写運動にちなんで、道元禅師最後 

の教えをご講演いただきました。

全国曹洞宗青年会

平成13年度決算書____________

平成13年4月1日〜平成14年3月31日

収入総額 一金 33,139,697円 

支出総額一金32,220,894円 

差引残額 一金 918,803円

全国曹洞宗青年会

平成14年度予算書___________

平成14年4月1日〜平成15年3月31日

収入総額一金30,400,000円
支出総額 一金 30,400,000円
差引残額一金 0円

平成13年度特別会計 

（ボランティア基金）報告

平成13年4月1日〜平成14年3月31日 

収入総額一金3,898,351円 

支出総額 一金 1,112,668円 

差引残額 一金2,785,683円
収入の部

項 目 予算額 決算額 増 減 備 考

会 費 1,419,500 1,436,500 17,000 500 x 2.873 名分

賛 助 会 費 8,000,000 13,419,000 5,419,000

事業助成金 15,000,000 15,000,000 0 宗務庁より

協 賛 金 1,000,000 840,000 △160,000 「そうせい」広告料

雑 収 入 13,314 477,011 463,697 花まつり事業収人•寄付金他

前年度 繰越金 1,967,186 1,967,186 0

合 計 27,400,000 33,139,697 5,739,697

収入の部

項 目” 前年度予算額 本年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,419,500 1,451,500 32,000 500 X 2,903 名

賛助 会費 8,000,000 12,000,000 4,000,000

事業助成金 15,000,000 15,000,000 0 宗務庁より

協 賛 金 1,000,000 1,000,000 0 「そうせい」広告料

雑 収 入 13,314 29,697 16,383

前年度繰越金 1,967,186 918,803 △1,048,383

合 計 27,400,000 30,400,000 3,000,000

収人の部

項 目 金 額 備 考

前年度繰越金 3,785,231

アフガン難民救援募金 112,668 禅文化学林東北大会にて

雑収入 452 預金利子

合 計 3,898,351

支出の部

項 目 予算額 決算額 増 減 備 考

事業費 18,100,000 18,232,452 132,452

研 修 費 200,000 200,225 225 禅の集い中央研修会等

総合企画事業研修費 4,200,000 4,126,850 △ 73,150 禅文化学林•花まつり等

広 報 9,700,000 9,930,560 230,560

青少年教化研究費 1,000,000 1,000,000 0
ボランティア研究費 1,000,000 995,727 △ 4273

授戒会研究費 1,000,000 985,910 △ 14,090

バソコン通信研究費 1,000,000 993,180 △ 6,820

運営費 9,250.000 13,988,442 4,738,442

会 議 費 7,400,000 11,856230 4,456230 会議費•交通費他

事 務 費 300,000 420,212 120212 事務通信費•振込手数料他

渉 費 1,500,000 1,712,000 212,000 全H佛青•管区大会助成他

雑 費 50,000 0 △ 50,000

予備費 50,000 0 △ 50,000

合 計 27,400,000 32,220,894 4,820,894

支出の部

項 目 前年度予算額 本年度予算額 増 減 備 考

事業費 18,100,000 19,700,000 1,600,000
研 修 費 .200,000 200,000 0 禅の集い中央研修会等

総合企画事業研修費 4,200,000 3,000,000 △1,200,000 禅文化学林を含む

広 報 9,700,000 12,500,000 2,800,000

青少年教化研究費 1,000,000 1,000,000 0

ボランティア研究費 1,000,000 1,000,000 ()
授戒会研究費 1,000,000 1,000,000 0
パソコン通信研究費 1,000,000 1,000,000 0

運営費 9,250,000 10,650,000 1,400,000

会 議 費 7,400,000 8,700,000 1,300,000 会議費、交通費等

事 務 費 300,000 400,000 100,000 事務通信費等

渉 外 費 1,500,000 1,500,000 0 全H佛青、管区大会等

雑 費 50,000 50,000 0
予備費 50,000 50,000 0

合 計 27,400,000 30,400,000 3,000,000

支出の部

項 目 金 額 備 考

アフガン難民救援金 1,112,668 S VAアフガン難民救援募金へ

合 計 1,112,668

残額2,785,683円を次年度に繰り越します。 

平成13年度一般会計決算、特別会計決算を 

以上の通り報告いたします。

平成14年6月17日 
全国曹洞宗青年会会長池上幸秀@ 

会計橘 昭弘包）

残額918,803円を次年度に繰り越します。 以上のとおり、予算を提案いたします。

平成14年6月17日
全国曹洞宗青年会会長池上幸秀

会計橘 昭弘

会計監査報告

平成13年度全国曹洞宗青年会一般会計及び 

特別会計について、平成14年5月14日に曹 

洞宗宗務庁3階松の間にて、会長•副会長 

立会いのもと、諸帳簿•証書•関係書類を 

監査したところ、収入•支出残金ともそれ 

ぞれ合致し、適正かつ正確に処理されてい 

たことを報告します。

平成14年6月17日 
全国曹洞宗青年会監事日吉一如@ 

監事滝 道学包）
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全曹青情報局 全曹1
111-%

ご

挨

拶

(

要
旨)

教
化
部
長 

壇
上 

尚
道 

老
師

全
曹
青
の
総 

ヽ̂

^

^

会

に

あ

た

り

、
 

:

ゼ

ご

挨

拶

申

し

上
 

本
日
の
集
会
に
参
列
い
た
し
ま
し 

て
、

こ
の
全
曹
青
の
組
織
が
、
と
て
も 

内
容
の
あ
る
組
織
に
育
っ
て
い
る
こ
と
一 

に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
曹
青
が
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ 

ー 

ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
、
立
派
に
活
動
一 

し
て
い
る
姿
を
有
り
難
く
感
じ
て
お
り 

一
I

ま
す
。

私
も
、
若
い
頃
に
は
、
全
国
各
地
に
開
一 

か
れ
て
い
る
禅
の
集
い
や
、
眼
蔵
会
な
ど 

の
青
少
年
の
教
化
に
情
熱
を
注
い
だ
時 

一
 

期
も
あ
り
ま
し
た
。
寝
食
を
忘
れ
て
励 

め
る
の
が
今
の
皆
様
の
若
い
時
代
で
す
。2  

今
、
宗
務
庁
で
は
、
全
国
の
青
少
年 

教
化
指
導
者
研
修
会
等
に
、
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
活
動
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
カ
リ
，
 

キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
大
材
養
成
に
，
 

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
宗 

門
を
担
う
若
い
僧
侶
の
育
成
を
期
待
し1  

て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
全
国
よ
り
参
集
い
た
だ
い 

て
い
る
全
曹
青
の
若
き
宗
侶
の
皆
様
に 

は
、
僧
侶
と
し
て
、
社
会
に
お
け
る
ご 

活
躍
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た 

だ
き
ま
す
。

【講演会抄録】

『正法眼蔵八大人覚』 

撰述のおこころ
駒澤大学教授河村

去る6月17日、全国曹洞宗青年会総 

会を開催いたしました。総会に引き続 

き、講師に駒澤大学教授の河村孝道先 

生をお招きして中央研修会を開催しま 

した。講演の要点のみを箇条書に抄録 

し紹介いたします。

①全曹青の大遠忌事業の一環とし 

て、会員有志が進められている『正 

法眼蔵八大大覚』書写•護持の淨行 

は、大遠忌の統ースローガン「慕古 

心」の実践という基本理念からは、 

大きな意義をもつものであること。

② まず『正法眼蔵』の成立、編集論に 

ついて要説し、『正法眼蔵』は、佛々祖々 

単傳せる佛正法を、道元禅師による 

実参実究の宗眼を通して、広く万大 

の安身（心）のよるべを説示されたも 

のであること。撰述としては、百巻 

を意図されたが、重病の為、命終を 

覚られて建長五年（1253）正月、佛陀 

涅槃時の遺教に随順して、これを普 

衍して示されたのが『八大大覚』であ 

ること。『八大大覚』が『大乗義章』の 

「八大大覚義」に依拠して、これに道 

元禅師が補足されたこと。さらに面 

山瑞方は「行持」の大網は八大大覚 

であること。また瑞岡珍牛が、本巻 

に対する先大の所懐と珍牛自身の感 

懐を紹介し、ついで道元禅師直筆と 

伝える『佛遺教経』（總持寺蔵）、永光 

寺所蔵の瑩山禅師附点本の紹介と、 

今回会員有志が書写するに当って使 

用するテクストとの関係について付

孝道先生

言し、『佛遺教経』に於ける「八大大 

覚」前段の七項目の要点をも解説。

③ 旧草75巻本の意義と、新草12巻本 

の発見に至る歴史的事情、及びその 

撰述と編集論上の問題点、両本との 

関係等について付言。ついで『八大 

大覚』の12巻本最後巻となった経緯。 

本巻の奥書に於ける懐笄禅師の識語 

（秘密正法眼蔵本書写）の紹介と、 

その識語の意味する所についての見 

解。識語に、禅師を慕う道心者に、 

懐舞禅師が願った如くに、本巻を書 

写•護持し実修実證することの重要 

性に、大遠忌奉修のこころを感得し 

た全曹青会員の書写の淨行を、改め 

て高く評価することに言及。

④少欲•知足•楽寂静•勤精進•不 

忘念•修禅定•修智恵•不戯論の八 

大大覚は、大大の佛たるハ種の覚行 

で、その一行に各ハ行を摂した道環 

究尽の行で、一行が佛行•行佛の威 

儀（努めるありかた•ありよう）に 

外ならず、この事を明確に自覚すべ 

きことの指摘。仏に至る方法的手段 

としての染汚なる行ではないことを 

強調。

⑤ 奥書•識語の懐笄禅師の言、「道元 

禅師を恋慕し奉らん大は、必ず此の 

十二の巻を書して之を護持すべし」 

の如く、元来学佛者に於いては、五種 

法、乃至七種行大の重要事が説かれ 

る。即ち佛経の受持•読誦•解説• 

書写（法華経法師品）、或いは受•持• 

読•誦•正憶念•修習•書写（『正法 

眼蔵見佛』）で、懐笄禅師の言も、こ 

れに基づし、ての書写護持の願し、であ 

り、勧めでもあったこと。書写の淨 

行は、他の一切の行を摂しての道環 

の行として重要であるとの指摘。

⑥ ハ行が仏たることの覚行であるが 

故に、その書写、解脱、修證に当っ 

ての用心は、佛祖の示す「大地有情 

同時成道」、「尽十方界真実大彝」 

（「真実大林」とは佛慧命のこと）を 

基本的視点として各自に自覚される 

べきこと。それは具体的には、正身 

端坐（只管打坐）を基軸、基底とし 

てこそ、宗意に立脚せる書写参究の 

あり方である、と指摘。

⑦ 道元禅師の『正法眼蔵』御撰述の基 

本、その意図する処は、常に「不染 

汚の修證」たる打坐を基軸としてあ 

ったことを、宗侶として明記すべき 

ことを再三強調し、曽て六祖慧能の 

行持が道元禅師によって「一生出世 

度大説法するに、石臼を背い歩りき」 

と称えられたこと。これを、インド 

のガンジーが、その独立運動の寸暇 

ない奔走の中で、身心の基軸を、自 

らは常に洞窟（道場での瞑想行）を背 

負っているとの言葉に照応させて、 

ここに『八大大覚』撰述の禅師の遺誡 

のこころを見るべきことを指摘し、 

“慕古心”の意図する本義は“只管打 

坐”の修證を離れてはなく、それが 

吾々のゆるぎなき座標軸であり、そ 

こから、佛祖の、道元禅師のおもい 

を、いま、ここ、に宣べ行じゆくこ 

とを以て締めく くり、最後に『八大 

大覚』の道元禅師のお言葉、「いま 

（八大大覚）習学して、生生に増長 

し、かならず無上菩提にいたり、衆 

生のためにこれをとかむこと釈迦牟 

尼佛にひとしくしてことなることな 

からむ」と結語。
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総
合
企
画
事
業
研
修
委
員
会

委員

新保秀幸
福島曹青

この春、当委員会事業としての花まつりキャンペーンの 

窓口の仕事をさせて頂きました。

各御寺院様のご要望の多様さを垣間見るとき、それぞれの 

地方の特色、気候の違いなどから、様々な花まつりの行事の 

行われ方があることが、何かの分布図を広げて見ているかの 

ごとく良くわかりました。

御寺院様お一人お一人の、花まつりに対するお考えや、

どのようなかたちでそれぞれのお檀家さんに、この花の種 

をお渡しすればよりよい布教につながるか、また喜んでい 

ただけるか、といったお気持ちなども少し分かったように 

思います。

このことは、私個人の布教教化に対する考えや取り組み 

方にも、良きアドバイスの声として胸に響くものがあり、 

誠に有難く思えました。 （大石光昭）

広 

報 

委

E=3

会

委員長
河村康秀 

北海道第1

唾镯矗G
いずも曹青マニ_^

広報委員を拝命し早一年。最初は全くの白紙からのスタ 

ートでした。広報委員会の主な業務は、全曹青と会員、ー 

般の方々を結ぶための広報誌「そうせい」を発行すること 

です。編集作業は大変なこともありますが、何もないとこ 

ろから広報誌という形に仕上がっていくプロセスにはやり 

がいを感じております。

特に読者の方々から貴重なご意見•感想などを戴いたと

参与 

東井千明 
岩手曹青

きは法悦もひとしおでした。

これからも御本山における「青年会の日」、禅文化学林 

等、全曹青の行事は目白押しですが、精力的に取材のに取 

り組み、「会員の会員による会員のための広報誌」たるべ 

く皆様のお役に立てたら、と思っておりますので「そうせ 

い」をよろしくお願い申し上げます。

（大熊真龍）

青
少
年
教
化
研
究
委
員
会

全曹青の布教研究委員として伝導句集の制作に、携わる 

ようになり早一年が過ぎようとしている。「現代の青少年 

に共感してもらえる想いを、、解り易い言葉で」を合言葉 

に、阿部委員長のもと、試行錯誤を重ねてきた。

青少年に興味をもたせる言葉を創るということは簡単な 

ことではないことが、よく解った。相田みつをさんは、本 

当にすごいと思った。今の若い大たちは何に興味を持ち、 

何を考えているのだろう。どうすれば心が通い合う言葉を 

出せるのだろう。難しく考えれば考える程、言葉は出てこ 

ない。メモ帳をいつも持ち歩くようにした。（何時いい言 

葉が思いつくかもしれない）作った時は、結構いい物が作

れた気がするが、後で読み返すとたいした事はない。そし 

て自分の発想に愕然とするのである。

さて、今まで青少年に向けた活動は大変少なかった。し 

かしこれからの世界を背負っていくのは、若い大たちであ 

る。髪を金色に染め陰湿ないじめ色々な大とぶつかり合う。 

そんなイメージを持ちやすいが社会への不安、不満に対し 

て彼らは彼らで悩み、苦しみ何かを主張しているのである。 

そんな若者の心に少しでも響けば、また、共感してもらう 

ことが出来れば、この伝導句集の活動は大変意義深いもの 

となるだろう。

（工藤公仁）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
委
員
会

委員長 

奥野昭典 

宮城曹青

庶務 
中田直樹 
山梨曹青

副委員長 

舛田豊範 

四国地区（愛媛）

委員

嚼請
委員

荒木玄修
山口曹青

『第14期』のスタート。初めての全曹青の委員となり不 

安の気持で、何事にも心配でした。「一体何を研究するの 

かと」思っていたところ、1つの企画がうまれました。そ 

れは『ボランティアガイドブック（仮称）』です。

各単位曹青のボランティア活動を調査し、紹介していく 

ことにしました。活動は様々であり、今後活動を始められ

る青年会や団体には、非常に参考になるものと思います。 

いや、これをヒントに新たな活動をして頂けたらと思いま 

す。完成間近、お楽しみに！

残り1年間、全曹青、委員会で不安から経験、経験から 

自信につながるものを見つけていきたいです。

（鈴木理元）

授

戒

会

研

究

委

員

会

委員長 

高辻康文 
兵庫県第2

委員

福島曹青

秋央文

委員 

逸見智孝 
岐阜曹青

委員 

荒木道宗 

北海道第1

今期の活動は、これまでの議論を具体的な形にするべく、 

その殆どの時間を布薩会の奨励と実践に費やしてまいりま 

した。その代表的な例が、今期の主要事業でもある『布薩 

会の手引き』作成であります。多少我田引水の感は否めま 

せんが、今ある授戒会を宗義的に機能させる意味でも、こ 

の布薩会にスポットを当てた事は意義ある判断だったと自 

負しています。

我々の次なる課題は、出家•在家共に行じる布薩会とい 

う形を今以上に鮮明に打ち出していく事にある様に思いま 

す。そこには戒弟各位に対するアフターケアとしての布薩 

会よりも、出家•在家が共に行じる新しい布教教化のあり 

方が敷衍されているものと感じます。

（秋央文）

パ 

ソ 

コ 

ン 

委

4

©
委員長 

小島正彦 

佐賀曹青

委員 

大森篤史 

埼玉第1

晴山俊英 

岩手曹青

委員 

佐藤泰元 
東三河

委員 

金子宗元 

秋田曹青

当委員会（発足当時は部会）を立ち上げてから4期が経過 

しました。全国という組織の性格上、執行部•各委員会にと 

って、どうしても交通費が活動の足枷となります。そこで発 

足当初の理想は、全国の相互連絡及びオンライン会議であり 

ました。振り返るとインターネットによる情報発信は実現し 

ましたが、まだ当初の念願を実現するには時間がかかりそう 

です。しかしながら、当委員会は率先してオンライン会議の 

実績を重ね、またようやく各管区に委員が配置されつつあり

t
委員齢た、委員

大野泰生■こ/宮崎俊輝 

山口曹青 Qrp四国地区（愛媛）

「，’委員^^委員 

し高垣晶敬千万孝道

北海道第1福井曹青

ます。従って各管区から単位曹青へのオンラインが確保でき 

れば、それなりの機能を果たすことが期待されます。今後、 

当委員会は独立した委員会でありつつも、全曹青そのものの 

命脈を握ることになるかと思います。最近の活動を通じて、 

そんな予感を抱いたということ、それが私の一番の感想とい 

うことになるでしよう。

（晴山俊英）
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蛾南風立圖

平成14年7月17日冰）、曹洞宗檀信徒会館において平成 

14年度第一回委員会総会が開催されました。当日は、全 

国各地より約50名の全曹青執行部、各委員が結集し、13 
時より各委員会ごとに分かれ委員会、『委員会総会』が 

開催されました。開会に先立ち、池上幸秀会長より開会 

の挨拶がありました。挨拶の中で、各委員会のメンバー 

の横のつながりを強化することにより全曹青事業のより 

円滑な運営が図れること、委員同士の相互交流により新 

たな刺激が生まれ、より活発な活動が行われていくこと 

の大切さを訴えました。

総会では、まず、各委員の自己紹介がなされ引き続き 

各委員の事業報告が行われました。次に総合企画研修委 

員会副委員長「青年会の日」担当多飯宗道師より、青年会 

の日についての説明がなされ各委員により最終確認がな 

されました。引き続き、今秋開催される予定の「禅文化 

学林」第二日目に行われる「分科会」についての中間報

告が行われ、全体で討議されました。続いて本部事務局 

より各委員会における「会計処理と議事録作製」につい 

ての指針が発表され、全曹青委員会の会計事務の統一化 

を進め、普遍性を持たせると共に更なる透明性が確保で 

きるように会計報告を作製するよう要請がありました。

全曹青委員会総会開催

― 東大寺大仏開眼1250年千僧法要のお知らせ

平成14年10月19日午後2時より（午後1時半集合）奈良県東大寺様に 

おきまして東大寺大仏開眼1250年慶讃「千僧法要」が行われます。国家 

鎮守の目的で建立された東大寺は、我が国の仏教国としての礎といえま 

す。前回の1200年慶讃千僧法要の際には当会を中心として曹洞宗から約 

500名の参加がありました。本年は当会主管の慕古事の関連もあり、会 

員各位にはお忙しいこととは存じますがご協力、ご参加をお願いいたし 

ます。尚、東大寺大仏開眼1250年慶讃「千僧法要」についての詳細情報 

は全日本仏教青年会ホームページhttp:"www .jyba.comに掲載されてお 

ります。本件に対するお問い合わせは全曹青事務局までファックスまた 

はEメールにてお問い合わせ下さい。

全曹青事務局長高原淳尚

FAX 08477 - 4 - 0231 Eメー丿レ a.tkhr@guitar.ocn.ne.jp

※参加申込に関するお問い合せは8月末日迄にお願い致します。

寺院用仏具•仏壇•製造販売 ，孑. a .
曹洞宗梅花流法具販売指定店/ : : 7

上放先
場
店
店
所
所 

工 

業
業 

•

潟
越
営
営 

店 

崎
野 

本
新
川
高
長

〒940-0825新潟県長岡市高畑町617番地 

〒950-0941新潟市女池2 丁目2-11 
〒350-0036川越市小仙波2丁目20-1 
〒370-0046群馬県高崎市江木町1179-2 
〒380-0911長野市稲葉1980 -1

6(0258)33- 5 6 4 4
6(025) 280 - 1 5 5 0
6(0492)27- 7 6 6 6
0(027)324- 3 7 2 1
0(026)222- 3 8 11
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金西ム某吉寺首左臨去較
一各事業担当者からー

1Z東司掃除の実践運動コ1r青年会の日ZIIZ禅文化学林：1
慕古事業は「東司掃除の実践運動」「托 

鉢」「青年会の日」「禅文化学林」の四つ 

の柱により展開されます。会員の皆様に 

はそれぞれできる形で御参加いただきた 

いと思います。このうち「東司掃除の実 

践運動」は高祖道元禅師七百五十回大遠 

忌に因み計画されたものではありますか三 

継続的に行われてこそ意義があるもので 

す。第十四期執行方針にもある通り家庭 

から仏の教えを見直していこうとするも 

ので本山での東司掃除はその一部分に過 

ぎません。また、会員本人だけの事業で 

はなく寺族ならびに檀信徒さらには青少 

年の方々にこれを機会に実践していただ 

こうというものです。私達はその機会を 

作り出す担い手になるわけです。普段掃 

除をしない人にあっては特にトイレ掃除 

は勇気がいることかもしれません。青少 

年たちにとってはトイレに限らず掃除を 

すること自体がまれになっているのが現 

実でしょう。道元禅師の恩徳に酬いるひ 

とつの機会として会員諸師も東司掃除の 

実践を広げてまいりましょう。

総合企画委員会委員長
慕古事業特別推進会議議長森 道輝

四月の初め、遠忌団参で永平寺にお参 

りしました。「雲水さんの立ち居振る舞い 

が素晴らしかった」と、透き通るような 

表情をしてお檀家さんが口をそろえて言 

われます。私は、胸の中で忘れかけてい 

た僧堂の聯の文句を十数年ぶりに思い出 

しました。

道元禅師は、「仏道は人々の脚跟下なり」 

とお示しです。

不老閣猊下は、「坐禅をして背筋を伸ば 

せば、心がまっすぐになる。心がまっす 

ぐになれば、ものの見方が正しくなる。 

ものの見方が正しくなれば、正しい行い 

ができる。」と言われます。

750年間、「仏祖の誓願（おもい）」は連 

綿と受け継がれてきました。私たち青年 

僧は、正法眼蔵「八大人覚」の書写を通 

し、また、永平寺の報恩拝登を通してこ 

れを実践し、大遠忌の年を意義あるもの 

にして、それをつぎに伝えていきたいと 

思います。

全国の青年僧の皆様、どうぞふるって 

ご参加ください。

総合企画研修委員会副委員長
青年会の日担当多飯宗道

今回の禅文化学林は来る11月27、28日の 

両日に渡り駒澤大学記念大講堂、及び東京 

グランドホテルを会場に開催し、平成14年 

全曹青慕古事業の一環として開催すること 

になっております。

内容につきましては、「仏祖の誓願（おも 

い）」をテーマに、駒沢大学学長大谷哲夫師 

と金子みす、、 の研究家でもある作家の矢崎 

節夫先生の対談、映画は日活株式会社のご 

協力を得て創立九十周年記念作品の劇場映 

画「AIKLIを公開に先駆けて上映いたしま 

す。それらを通して、今、我々が果たすべき 

責任や取るべき行動を再確認し、自覚でき 

るようなものにしたいと考えております。

また翌日の分科会では、前日の対談、映 

画の上映を受けて、現在我々が直面する問 

題点をより具体的に掘り下げる会議を予定 

しております。

日常的にそれぞれの地域で様々にご活 

躍、ご多忙のこととは思いますが、日々の 

研鑽によって得られた経験を持ち寄り、互 

いに刺激しあえるような事業にさせていた 

だきたく多くの皆様のご参加をお待ちして 

おります。

全曹青副会長
禅文化学林担当白井応隆

♦営業品目♦ 

寺院専用各種記念品•慶弔 

御布教用品•お供物品•その他寺院用品全般

「誠実」日本一を貫くわ けーん どう
布顔爱語の知顔量

㈱和顔 堂迎0120-7676-00
殴153-0064東京都目黒区下目黒3 -14-14
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第26回東海管区曹洞宗青年会大会
去る5月15 •16日両日に渡り、第26回東海管区曹洞宗青年会大会が、岐阜市において行われました。

一昨年、曹岐青理事会の席上、大会には何をすべきか提案させていただいたのが始まりでした。

何回かの理事会ののち「平成14年（今年）は道元禅師750回大遠忌正当の年、道元禅師の思いに立ち返って托鉢をし

たらどうか。」こうして今大会が、高祖道元禅師750回大遠忌報恩アフガン難民救済托鉢として行うことになりました。

16日托鉢当日は小雨の振る中、東海管区曹青会員80余名、2班にわかれ岐阜駅 

を出発。2時間にわたり市内を托鉢して歩き、市民の皆様の善意、また参加いただ 

いた会員諸宗師の善意により、14万円余りの浄財をいただくことが出来ました。

この浄財につきましては、SVAを通してアフガン難民の方々の義援金とさせ 

ていただきます。

最後に、公務御多忙の中あいさついただいた全曹青池上会長を始め、出席いた 

だいた各曹青会員の皆様には御協力いただき、大会を成功させることが出来まし 

たこと、ここに厚く御礼申し上げたいと思います。ありがとうございました。

（大会実行委員長逸見智孝）

第21回言洞宗北海道青年会滝川大会
先般、5月27日・28日にわたり、曹洞宗北海道青年会滝川大会が開催さ 

れました。会場は滝川市内のホテルとし、開講諷経に始まり平成14年度通 

常総会、記念フォーラム、懇親会をおこないました。

当日は会員参加者H9名に加え北海道選出宗議老師、管区長老師、教化 

センター統監老師、また、全曹青会長をお迎えいたしました。記念フオー 

ラムでは、 「ネットワーク確認」と題してパソコン、プロジェクターを利 

用し、インターネット体験をしていただきました。会員からの評判も上々 

で、大会実行委員の面々も驚くほどに盛況に終了することができました。

これもひとえに会員諸師、関係諸老師のご尽力あってのことと感謝の意を厚く感ずるところでございます。

こに、御礼の言葉を申し上げ、大会のご報告とさせていただきます。 （大会長芳村元悟）

第32回九州曹洞宗青年会長崎大会
6月5日〜6日、第32回九州曹洞宗青年会長崎大会を佐世保市西方寺（住職•須川法昭老師）様をおかりして開催 

いたしました。九州各県曹青会の皆様をはじめ、明光寺専門僧堂、皓台寺専門僧堂の雲水さんを加え、多数のご参加 

を賜り深く感謝申し上げ、ます。有り難うございました。この長崎大会は高祖道元禅師七百五十回大遠忌正当のため、 

「行持報恩• 一日の行持これ諸佛の種子なり」の思いを掲げて一泊二日の行持研修をさせていただきました。

いつもより堅苦しい大会内容ではありましたが、坐禅、総会、講演、朝課、行鉢飯台などの行持を通し、本堂坐禅 

堂を埋め尽くす程の参加者と共に一つ一つ修行させていただく中、自然と心が整い良き交流を深めることが出来たと 

確信しております。講演では、長崎県をアピールさせていただくためにも、県内でご活躍の諫早天佑寺住職•須田道 I輝老師、大村禅心寺講師•金子真介老師のお二大にお願いし、私たち青年僧に対 

し、厳しくも本音で励ましのお言葉を頂戴いたしました。

最後になりましたが、会場の西方寺様には、この大会のため多大なるご協力を 

頂き心より厚くお礼を申し上げます。また、九曹会長をはじめとする九曹執行部 

の皆様、各県の理事の皆様、御多忙の中ご参加いただきました皆様、影ながらご 

支援を頂きました方々に深く感謝申し上げ、大会無事円成のお礼とさせていただ 

きます。ありがとうございました。そして、本大会中いろいろと不備な点が多々 

ございましたこと、どうぞお許し下さいませ。 （大会長宮崎候基）
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崇
福
山
安
楽
寺

国

宝

八

角 

三

重

塔

の

お

寺

信
州
の
鎌
倉 

長
野
新
幹
線
上
田
駅
か
ら
、
上
田
交
通
別
所
線 

で
三
十
分
。
「信
州
の
鎌
倉
」
別
所
温
泉
駅
に
着 

く
。
駅
を
お
り
て
温
泉
街
を
一
キ
ロ
ほ
ど
歩
い
た 

と
こ
ろ
に
安
楽
寺
は
あ
る
。
長
い
参
道
の
途
中
に 

弁
天
堂
を
見
な
が
ら
歩
を
進
め
る
と
中
門
、
さ
ら 

に
山
門
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抜
け
る
と
十
六
羅
漢
堂
、
坐
禅
堂
が
見 

え
て
く
る
。
右
に
は
大
き
な
鐘
楼
堂
。
右
奥
に
庫 

裡
、
正
面
に
は
北
条
氏
の
紋
所
「三
ツ
鱗
」
が
大 

屋
根
に
輝
く
本
堂
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
で
見
応
え 

は
十
分
だ
が
、
坐
禅
堂
と
本
堂
の
間
か
ら
さ
ら
に 

拝
観
経
路
が
続
く
、
安
楽
寺
開
山
「樵
谷
惟
仙(
し 

ょ
う
こ
く
い
せ
ん)

大
和
尚
」
、
二

世

「幼
牛
惠
仁 

(
よ
う
ぎ
ゅ
う
え
に
ん)

大
和
尚
」
の
二
人
の
本
像 

(
重
要
文
化
財)

を
安
置
す
る
「傳

芳

堂(
開
山 

堂)

」
が
あ
る
。
安
楽
寺
が
創
建
さ
れ
る
し
ば
ら
く 

前
、
幕
府
が
置
か
れ
た
鎌
倉
に
、
中
国
で
修
行
し 

て
帰
国
し
た
禅
僧
「蘭
渓
道
隆(
ら
ん
け
い
ど
う 

り
ゅ
う)

大
和
尚
」
が
建
長
寺
を
開
い
た
。
道
隆 

和
尚
が
帰
朝
し
た
時
に
同
行
し
て
い
た
惟
仙
和
尚

が
、
こ
こ
塩
田
町
に
安
楽
寺
を
開
い
た
。
ま
た
こ 

の
時
、
惟
仙
和
尚
と
一
緒
に
や
っ
て
き
た
帰
化
僧 

が
、
惠
仁
和
尚
で
惟
仙
の
後
継
者
と
な
っ
た
。
今 

か
ら
約
七
百
年
前
の
こ
の
時
代
に
、
広
く
ア
ジ
ア 

の
国
々
を
結
ん
だ
大
と
文
化
が
、
信
州
に
ま
で
及 

ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
驚
き
で
あ
る
。
 

「唐
様
」
の
国
宝

「八
角
三
重
塔
」
 

「国
宝
の
八
角
堂
か
あ
。
思
っ
た
よ
り
大
き
い 

な
あ
」
杉
の
古
本
の
立
ち
並
ぶ
坂
道
を
さ
ら
に
上 

が
っ
て
行
く
と
、
そ
ば
に
い
た
観
光
客
グ
ル
ー
プ 

か
ら
声
が
上
が
る
。
日
本
に
一
つ
し
か
な
い
純
唐 

様
の
国
宝
「八
角
三
重
塔
」
が
そ
び
え
る
。
そ
れ 

は
日
本
に
唯
一
と
い
わ
れ
る
「唐
様(

か
ら
よ
う)

」
 

の
古
塔
だ
。
「唐
様
」
と

は

「中
国
風
」
と
い
う 

こ
と
で
、
安
楽
寺
が

13
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ(
鎌 

倉
時
代)

に
創
建
さ
れ
、
中
国
と
の
関
係
の
深
い 

お
寺
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
 

「老
い
の
眼
に 

観
る
日
の
あ
り
ぬ 

別
所
な
る

唐
風
八
角
三
重
塔
」
窪

田

空

穂

。

今
を
生
き
る
寺

現
在
の
御
住
職
は
若
林
恭
英
師
、
お
話
に
よ
る 

と
現
在
も
っ
と
も
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
 

「今
を
生
き
る
寺
」
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ 

た
。
地
元
の
地
域
社
会
に
と
け
込
み
皆
と
共
に
布 

教
強
化
、
地
域
の
活
性
化
を
実
践
す
る
よ
う
に
勤 

め
て
い
る
と
い
う
。
寺
に
は
「安
楽
友
の
会
」
な
る 

も
の
が
あ
り
、
地
元
の
大
が
集
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

活
動
等
を
実
践
し
て
い
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と
の
こ
と
。
八
角
堂
の 

入
り
口
の
と
こ
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で
、
手
作
り
の
本
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楽
つ 

え
」
を
参
詣
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に
買
っ
て
も
ら
い
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で
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シ
ャ
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テ
ィ
国
際
ボ
ラ
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テ
ィ
ア
会
等
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通
し
て
国
際
貢
献
に
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う
。
 

「あ
る
寒
い
冬
の
早
朝
に
、
毛
糸
の
帽
子
を
か
ぶ 

っ
て
せ
っ
せ
、
せ
っ
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っ 
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る
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で
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ま 

す
！
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掛
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た
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楽
寺
の
方
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だ
っ
た 

の
で
び
っ
く
り
し
た
よ
。
安
楽
友
の
会
？
知
っ
と 

る
よ
。
老
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ホ
ー
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か
で
芝
居
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ど
も
や
っ
て 

る
み
た
い
だ
よ
。」
と
は
帰
り
の
タ
ク
シ
ー
の
な
か 

で
の
運
転
手
さ
ん
談
。
伝
統
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う
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」
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対
し
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き
る
寺
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」
が
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じ
ら
れ
た
。
 

清
少
納
言
の
枕
草
子
に
も
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場
す
る 

名
湯
別
所
温
泉「美

人
の
湯
」

別
所
の
名
は
、
平
安
時
代
に
貴
族
の
別
荘
が
あ 
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た
こ
と
か
ら
名
付
け
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て
い
る
。
各
旅
館
に

は
内
湯
が
あ
る
が
、
外
湯
は
、
真
田
幸
村
の
隠
し 

湯

「石
湯
」
、
本
曾
義
仲
が
葵
御
前
を
連
れ
て
逗 

留
し
た
と
新•

平
家
物
語
に
書
か
れ
た
「大
湯
」
」
、
 

天
台
宗
別
格
本
山
の
常
楽
寺
を
建
立
し
た
と
伝
え 

ら
れ
る
慈
覚
大
師
が
お
入
り
に
な
っ
た
と
い
う 

「大
師
湯
」
が
あ
る
。
タ
オ
ル
を
下
げ
外
湯
巡
り 

へ
繰
り
出
す
の
も
一
興
で
あ
る
。
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一
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♦今話題のインターネットとは♦

インターネットの 
世界をのぞいて 

みよう！
<20>

行事案内や通達文書など郵送費削減や情報伝達のタイムラグ解消 

のためにいろんな方法で対処している青年会があります。活用次第 

では、災害時の緊急情報の伝達や急を要する伝達事項などの手段と 

して必須アイテムとなるでしよう。

今回は携帯電話端末を使った情報伝達を行っている青年会を紹介 

いたします。

携帯電話端末を使った情報伝達

私達は「長崎県北曹青会」と申します。長崎県第1宗 

務所の第5と第6教区（佐世保市•平戸市•松浦市•北 

松浦郡）内で組織しています。昭和42年に「緑陰禅の集 

い」をきっかけに正式発足されましたが、それ以前から 

毎月一回の月例会（晩課•夜坐•親睦会）を欠かさずに 

行ってきました。その歴史は40年にもなろうかと思われ 

ます。ほんの一昨年前までは、毎月庶務の担当者が10数 

名の会員にハガキを使って月例会や、諸案内を出してい 

ました。

そんな折り、各会員が使っている携帯電話に着目しま 

した。いろいろ検討を重ねた結果、NTTDoCoMoのiモー 

ドで行って いる 「フレンド メール 12」 という サービスを使 

うことにしました。まずその時点でiモードが使えない会 

員や携帯を持っていない会員に対しては、一定額の補助 

金を出して機種変更や新規契約を促し、とにかく半ば強 

制的に、この通信事務の簡素化と、相互でよりリアルタ 

イムな情報受発信を目論んだのです。お陰で今では県北 

曹青会にはなくてはならないシステムになりました。

ただこの「フレンドメール12」は12名までしか参加で 

きません。なんとか今のところは都合良いのですが、会 

員が増えた場合には、考えないとなりません。グループ 

を複数にするか、他のメーリングリスト等に乗り換える 

か？しかし「フレンドメール12」は全員一斉送受信も、 

任意の個別送受信にも対応しており、大変応用が利きま 

す。誰が参加しているかも一目で確認でき、無料ですが、 

不要な広告等も一切入りません。とにかく現時点で、会 

の規模とニーズにぴたりと合致したサービスだと思って 

います。

なにはともあれ、庶務の担当者の精神的•肉体的•時 

間的な負担が大幅に減り、尚かつ、リアルタイムに意志 

の疎通ができるようになりました。会の運営も、会員相 

互の気持ちの繋がりも、以前にも増して綿密になったと 

自負しています。多少の投資がありましたが、先々では 

経費の削減にもなって行くでしょう。

参考までにこの「フレンドメール12」への入り方を記 

しておきます。

iモードにて（iMenu） -（メニュリスト）-（メール） 

-（iモードメールplus） -（フレンドメール12）。そこ 

でグループ設定者は、グループ名とパスワードを設定し、 

参加者はそれに基づいて各々自分の携帯電話からアクセ 

スします。一度設定がすめば、（マイメニュー）に登録 

し、いつでも簡単にアクセスできます。

主に行われている伝達事項は、「月例会」の案内•告知 

ですが、長年にわたり続けてきた、県北曹青会「月例会」 

も現在では、毎月会員の寺を回り持ちで会場に使い、18 
時止静夜坐•本尊上供•研修会（年毎に計画）•親睦• 

開枕、5時半振鈴•曉天坐•略朝課•行粥（応量器）• 

7時解散という差定が定着しました。ですから携行品は、 

直とつ•袈裟•応量器•寝袋（冬は毛布も）•珍味•銘 

酒ということになっています。

この道一筋

歴史ある日本の伝統建築を

守り続けて90余年。

日本古来の伝統の技を伝承する、

魚津の設計と施工。

神社•仏閣専門建築

舞魚津社寺工務店
〒454-0004名古屋市中川区西日置二丁目12番20号 

TEL（052）331-3080 ■ 0854 FAX（052）332-3540

禅
門
引
導
香
語
集
大
全

月
更
語
銖

吉
留
進
堂
和
尚
遺
録 

本
書
は
、
詩
心
玲
瓏
に
し
て
道
眼
円 

明
な
る
著
者
の
生
涯
作
品
を
集
大
成
し 

た
も
の
で
あ
る
。

禅
門
待
望
の
新
式
和
文
の
引
導
香
語 

集
と
し
て
、
す
で
に
出
版
さ
れ
た
三
冊 

の
香
語
集
に
、
未
発
表
の
作
品
数
十
篇 

を
加
え
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
香
語
は
い 

ず
れ
も
伝
統
の
型
を
ふ
ま
え
、
前
人
未 

踏
の
境
地
を
開
拓
し
た
も
の
で
、
平
易 

に
し
て
格
調
が
高
い
。
全
編
宗
意
透
徹 

さ
れ
た
作
品
群
で
あ
り
、
詩
僧
で
あ
る 

著
者
の
禅
の
風
光
が
現
出
し
た
禅
詩
文 

学
の
珠
玉
集
で
あ
る
。

「語
録
」

の
刊
行
に
あ
た
り
、
香
語 

作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
脚
註
が
綿
密
に
付 

け
ら
れ
、
読
者
の
便
宜
が
図
ら
れ
て
い 

る
。
ま
さ
に
新
時
代
の
香
語
集
と
し
て 

寺
院
必
携
の
良
書
で
あ
り
、
諸
賢
青
年 

僧
の
香
語
作
成
の
参
考
書
と
し
て
推
奨 

す
る
。

頒価15000円
（送料1000円）

B5判特装 
本文787頁 
総ルビ付

申込先〒327 - 0012栃木県佐野市大蔵町2975

興福寺語録刊行会
（現金書留または振替用紙でお願い致します。振替口座00160-1-117531）
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世
界
か
ら
の
仏
教I

ア
メ
リ
カ
編

ダ
ル
マ
の
実
践

——
現
代
人
の
た
め
の
目
覚
め
と
自
由
へ
の
指
針
—

本
誌
『そ
う
せ
い
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
』
 

で
お
な
じ
み
の
藤
田
一
照
師
訳
に
よ
る
「ダ 

ル
マ
の
実
践
」
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
西
洋 

的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
書
か
れ
た
本
書
は
、
我
 々

青
年
僧
に
と
っ
て
も
刺
激
的
な
も
の
で
あ 

り
、

こ
れ
か
ら
の
曹
洞
禅
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化 

を
考
え
て
い
く
上
で
、
本
書
の
よ
う
な
ア
プ 

ロ
ー
チ
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思 

わ
れ
ま
す
。
著
者
の
真
摯
な
問
い
と
考
察
は 

今
の
我
々
が
見
失
い
つ
つ
あ
る
最
も
大
切
な 

も
の
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今欧米で最も注目されている仏教の 

新しい流れをわが国に初めて紹介! 

瑰低人か澎面している様々な:ディレンマに対応する蕤］ 

の仏教とは,雷えと慰めを与えるものではなく、間いと 
チャレンジを促すおのである。 I

•灵チィープン♦バチX5-鬻•修倒--嬾訳 

网季刊 定燃（本钵ISO明*粮）

「苦
悩
は
あ
ま
ね
く
知
り
尽
く
し
な
さ
い
。
 

そ
の
原
因
は
取
り
去
り
な
さ
い
。
苦
悩
か
ら 

解
き
放
た
れ
る
こ
と
を
体
得
し
な
さ
い
。
そ 

し
て
そ
こ
に
至
る
道
は
修
養
す
べ
き
も
の
で 

あ
る
」
と
ブ
ッ
ダ
は
説
い
た
。

〔本
書
第
一
部
第
一
章
「目
覚
め
」
よ
り
引 

用
〕

ス
テ
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バ
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判/

上
製/
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頁
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、9
0
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円
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送

料•

税
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問
い
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せ
先

株
式
会
社
四
季
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〒
171
—0
0
2
1
東
京
都
豊
島
区
西
池
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—
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ご、件^!^^制度^^白れまUんか、 ?
お寺のご住職の「退職金制度」をご準備されている宗教法人は、まだ少ないようです。
宗教法人「退職金制度」を確立することは、宗教法人の永続性•スムーズな承継等の面からも必要になってくるのではないでしょうか？ 
そこで、今回、第一生命では全国約500名のFP （ファイナンシャル•プランナー）が皆様方それぞれの状況に応じたアドバイスをさせ 
て頂く 「無料個別相談」を実施させていただく事といたしました。原則として、全国何処でもご利用頂けるコンサルティングネットワ 

ークです。ご希望される方は、下記申込書ご記入の上FAXまたは、下記電話番号にお電話いただきますようお願いいたします。

ご連絡には1週間ほどお時間を頂く事になるかと思いますがあらかじめご了承ください。

無料個別相談申込書

ご相談内容は、上記テーマに限らず相続対策•ペイオフ対策等幅広く承ります。お応えさせて頂くのは第一生命FPとご相談事項に 

応じた専門家です。お気軽にお申し込み頂きますようご案内申し上げます。
◎原則、無料相談になりますが、ご相談事項の実行にあたっては実費負担となる場合がございますのでご了承願います。

◎ご相談されたい項目を下記相談内容よりお選びください。（下記以外のご相談もお受けします）

①宗教法人からの退職金支給 ②生命保険を活用した相続対策 ③土地活用による相続対策 ④その他

第一生命総合FPコンサルティング部行 FAX番号（03）5224-3487
日時： 月 日（） 時を希望します。

相談内容1,2, 3, 4 相希望相談項目にOをして下さい。（その他詳細 ）

寺院名

御芳名 役 職

御電話番号 （ ） FAX番号 （ ）

御住所

♦上記に関するお問い合わせ
第一生命総合FPコンサルティング部 TEL ： （03）5221-3984までご連絡ください。
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御協力誠に 

ありがとう 

ございました。
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wうせいサロン

「斬
新
な
改
革
新
聞
、
大
変
う
れ
し 

い
こ
と
で
す
。
」

(
神

奈

川

県

吉

祥

院

様) 

「
ご
発
展
を
い
の
り
ま
す
。
自
由
投 

書

覧
(
字
数
制
限)

が
あ
る
と
よ
い 

で
す
。
お
願
い
し
ま
す
。
」

(
福

島

県

盛

林

寺

様) 

「資
本
主
義
は
人
間
か
ら
佛
性
を
う 

ば
い
ま
す
。
知
足
の
経
済
学
を
確
立 

し
ま
し
ょ
う
。
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

合
掌
」

(
千

葉

県

福

泉

寺

無
着
成
恭
様) 

「
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
広 

報

誌

「そ
う
せ
い
」
有
り
難
く
拝
見 

致
し
て
お
り
ま
す
。
」

(
新

潟

県

西

照

寺

様) 

御
意
見
、
御
感
想
を
お
寄
せ 

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
誌
面
づ 

く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
す
。

皆
様
の
お
寺
で
行
わ
れ
た
、
 

道
元
禅
師7
5
0

回
大
遠
忌
に 

ち
な
ん
だ
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹 

介
し
て
下
さ
い
。
文
章
は2
0
 

0

字
以
内
で
お
願
い
い
た
し
ま 

す
。
写
真
や
、
お
寺
の
寺
報
な
ど
で 

も
結
構
で
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
御 

意
見
等
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

応
募
者
に
は
、
今
ま
で
、

「そ
う
せ 

い
」
で
御
紹
介
し
た
本
の
中
か
ら
一 

冊
を
抽
選
で

10
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト 

い
た
し
ま
す
。

投稿大募集あ
て
先 

〒6
9
9
1
0
6
2
4
 

島
根
県
簸
川
郡
斐
川
町

上
直
江1
9
9

妙
相
寺
内 

そ
う
せ
い
サ
ロ
ン
係

「家
庭
仏
教
の
実
践
と
し
て
の

ト
イ
レ
そ
う
じ
の
実
行
」
 

全
国
曹
洞
宗
青
年
会 

で

は

「七
百
五
十
回
大 

遠
忌
」

に
因
み
、
慕
古 

実
践
行
の
ひ
と
つ
と
し 

て

「東
司
掃
除
の
実
践 

運
動
」
を
全
国
に
展
開 

致
し
て
お
り
ま
す̂
 

道

元

禅

師

は

『正
法 

眼
蔵
洗
浄
巻
』
を
著
さ
れ
、
お
釈
迦
様
の
実
子
で 

あ
り
、
後
に
十
大
弟
子
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る 

羅
曦
羅
が
、
修
行
に
疲
れ
て
厠
で
寝
て
い
る
と
、
 

お
釈
迦
様
は
頭
を
撫
で
な
が
ら
「出
家
は
ど
ん
な 

苦
し
い
こ
と
に
も
耐
え
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
自
ら
説 

法
さ
れ
た
故
事
を
引
か
れ
、
修
行
道
場
と
し
て
の 

便
所
の
重
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。
便
所
は
、
自 

然
の
摂
理
、
人
間
の
人
間
た
る
を
黙
し
て
悟
る
道 

場
で
あ
り
、
最
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
場
所
で
も 

閩

あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
寺
院
の
便
所
は
東 

曜
 

司

と

呼

び

七

堂

伽

藍

の
ひ

と

つ
で

あ

り

、
 

修
行
僧
は
、
日
々
よ
つ
ん
ば
い
に
な
っ
て
、
 

西
 

雑
巾
が
け
を
行
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
ト
イ
レ
そ
う
じ
を
誰
が
ど
の 

よ
う
に
し
て
い
ら
っ
し
や
る
で
し
ょ
う
か
。
清
掃 

と
い
う
物
理
的
作
業
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
こ 

こ
ろ
の
豊
か
さ
を
育
て
る
道
場
の
ひ
と
つ
と
考
え 

て
、
幼
い
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
ト
イ
レ
そ
う
じ 

を
実
行
し
て
下
さ
い
。
子
ど
も
達
の
ト
イ
レ
の
使 

い
方
が
上
手
に
な
っ
た
と
か
、
何
と
な
く
落
ち
着 

き
が
で
て
き
て
学
校
で
忘
れ
物
が
少
な
く
な
っ
た 

と
か
、
実
際
に
ト
イ
レ
そ
う
じ
効
果
の
報
告
が
聞 

か
れ
ま
す
。

お
寺
か
ら
、
家 

庭
か
ら
、
ト
イ
レ 

そ
う
じ
運
動
が
広 

が
り
、
地
域
に
根 

付
い
て
「公
徳
心
」
 

を
身
に
つ
け
た
人 

間
形
成
に
も
通
じ 

て
い
け
ば
、
素
晴
ら
し
い
慕
古
の
実
践
に
な
り
、
 

家
庭
仏
教
の
新
し
い
型
に
な
る 

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い 

ま
す

全
国
曹
洞
宗
青
年
会 

会

長

池

上

幸

秀

今
回
の
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ラ
イ
ツ
は
、

「知
的
障
害
者
の
人 

権
」
と
い
う
題
で
具
体
的
な
事
件
を

た
だ
事
実
に
即
し
て
記
載
し
ま
し
た
。
 

筆

者

日

く

「読
ん
で
何
を
感
じ
る
か

は
読
者
に
任
せ
た
い
と
思
っ
た
」

ら
で
す
。
人
権
を
考
え
る
と
き
一
番

大
切
な
こ
と
は
、
「相
手
の
立
場
に
立

つ
て
感
じ
る
、
考
え
る
」

こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
々
の
こ
と
ば

で
言
え
ば
「同
事
」
で
し
ょ
う
か
。
簡

単
な
よ
う
で
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
そ
う
せ
い
で
は
様
々

な
角
度
か
ら
色
々
な
問
題
提
起
を
し 

読
者
の
皆
様
と
共
に
「感
じ
」
、
「考
え

て
」
い
き
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

♦

お
詫
び
と
訂
正

一
一
七
号

28
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
山
口
県 

曹
洞
宗
青
年
会
の
会
計
と
事
務
局
が
入
れ
違 

っ
て
お
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
し
、
左 

記
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

会

計

大

野

泰

生
 

事

務

局

末

益

泰

輝
 

パ
ソ
コ
ン
格
闘
記
、

エ
コ
ク
ッ
キ 

ン
グ
は
都
合
に
よ
り
お
休
み
と
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
す
。

編集室敬白

一青年会の日ー
1.上山アクセスについて

①当日は高志観光の貸切バスを用意 

しますのでご利用ください。（所 

要時間約40分）

29日J R福井駅-永平寺

福井駅東口14： 40発
30日永平寺-JR福井駅

永平寺門前13： 00発 

その他、京福路線バス（片道 

720円、所要時間約50分）とタク 

シー、（片道約4,200円、所要時間約 

20分）があります。

自家用車での御上山はなるべく 

ご遠慮ください。やむをえず自家 

用車で御上山の場合は町営第3駐 

車場をご利用ください。

2.上山時の注意
*上山威儀

改良衣または作務衣

*法要威儀

黒衣、木欄、襪子

*準備物

東司掃除用雑巾、雑巾持ち帰り用 
ビニール袋、作務衣、洗面用具タ 

オル（ゆかた、浴司石験はご本山 

のものをお借りします）

*当日連絡先

事務局高原携帯090 - 1180 - 1800 
大本山永平寺受所0776 - 63 - 3102

3.傘松道詠納経について
ご本山からいただく納経証には納 

経者の名前が載っておりません。各 

自名前を書いて納経者にお渡しする 

ことになりますのでよろしくお願い 

いたします。

4.参加申込
各青年会からお申込ください。 

（参加恩金1人5,000円）

5.その他
『正法眼蔵八大人覚』読誦経典は 

事務局で用意します。
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古紙100%再生紙

K

年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ•

イ
ヤ
ー
…
今 

ネ

大

会
で
は
、
躍
進
著
し
い
日
韓
本
代
表 

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
五
大
陸
す
べ
て
の
代 

表
国
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
な 

ど
、

ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
出
来
事
と
は
い
え
世 

界
平
和
の
祭
典
で
こ
の
よ
う
な
め
で
た
い
こ 

と
が
起
こ
る
の
は
、
二
十
一
世
紀
の
行
く
末 

も
前
途
洋
々
た
る
暗
示
か
？ 

厶

た
ち
和
歌
山
県
曹
洞
宗
青
年
会(

以
下
、
 

不

当
会)

で
もW
杯
を
観
戦
し
、
世
界
平 

和
を
祈
る
と
い
う
壮
大
な
活
動
の
た
め
に
、
 

例
年
六
月
に
行
う
総
会
を
七
月
に
延
期
。
例 

年
に
な
く
と
て
も
充
実
し
た
活
動
の
日
々
を 

送
っ
た
。(

執
行
部
に
サ
ッ
カ
ー
好
き
が
お 

り
、
決
し
てW
杯
観
戦
を
優
先
さ
せ
た
と
い 

う
え
わ
け
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
世
界
平
和 

を
祈
る
た
め
…
念
を
押
し
て) 

て
、

こ
の
よ
う
な
当
会
の
発
足
は
、
今 

さ

を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
た
っ
た
十
五
年 

前
。
和
歌
山
と
い
う
他
県
に
比
べ
る
べ
く
も 

な
く
青
年
僧
激
少
数
の
地
に
産
声
を
上
げ 

た
。
た
だ
し
、
当
会
は
発
足
以
来
少
数
の
不 

利
よ
り
も
む
し
ろ
、
少
数
で
あ
る
か
ら
こ
そ 

の
〃
利
〃
を
活
か
す
べ
く
細
部
ま
で
行
き
届 

い
た
心
の
通
う
行
事
を
心
が
け
て
き
た
。
ま 

さ

に

少

数

精

鋭

部

隊

「和
曹
青
」
。
ち
よ
っ 

と
言
い
過
ぎ
か
も
？

ミ
ヌ
員
が
一
番
大
切
に
、
そ
し
て
楽
し
み
に 

ム
エ
し

て

い

る

行

事

「
子
供
緑
蔭
禅
の
集 

い
」
。
子
供
と
の
触
れ
合
い
は
、
我
々
に
新 

鮮
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
、
我
々
も
ま
た
子 

供

た

ち

に

「禅
」
を
通
し
て
何
か
し
ら
感
じ 

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
子
供
た
ち 

の
反
応
が
お
も
し
ろ
い
。
そ
し
て
子
供
た
ち 

の
素
朴
な
疑
問
に
〃
素
〃
で
答
え
て
し
ま
う 

…

「和
尚
さ
ん
、
何
が
好
き
？
」

「お
酒
」
。
 

そ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定 

か
で
は
な
い
が
、
子
供
の
目
線
で
モ
ノ
を
捉 

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
機
会
は
貴
重
な
時 

間
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
 

そ

れ

以
外
の
活
動
と
し
て
は
、
寒
中
托
鉢 

そ

や

祖
跡
巡
拝
、
法

式

研

修

会

な

ど

「研 

鑽
」
を
軸
と
す
る
活
動
と
、
各
地
ソ
フ
ト
ボ 

—

ル
大
会
へ 

の

参

加

な

ど

「和
」
を
趣
旨
と 

す
る
活
動
の
一
一
軸
を
主
体
に
日
々
注
力
さ
せ 

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ノ
口
会
活
動
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
和
歌 

ヽ
」
一
山
県
内
十
二
宗
派
の
青
年
僧
が
「テ
ラ

を
出
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
集
ま
る
「和 

歌
山
県
青
年
僧
の
会
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ 

ョ
ン
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
コ
ラ
ボ
レ 

—
シ
ヨ
ン
に
よ
っ
て
各
活
動
に
対
す
る
会
員 

動
員
数
が
百
名
を
越
え
る
た
め
、
有
名
著
名 

大
を
招
い
て
の
文
化
講
演
会
や
海
外
研
修
、
 

一
般
の
方
々
と
の
熊
野
古
道
散
策
な
ど
大
規 

模
な
活
動
も
年
中
行
事
と
し
て
実
現
で
き
て 

い
る
。
ま
た
、
超
宗
派
と
い
う
こ
と
も
あ
り 

非
常
に
活
気
の
あ
る
活
動
と
な
っ
て
い
る
。
 

見

在
、
当
会
は
若
い
新
戦
力
も
加
わ
り
、
 

E

発
足
以
来
の
充
実
期
を
迎
え
て
い
る
。
 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
の
ご
助
言
を
い
た
だ 

き
な
が
ら
、
精
鋭
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
研 

鑽
努
力
し
、
諸
活
動
に
尽
力
す
る
所
存
で
あ 

る
。
ど
こ
か
で
当
会
会
員
と
言
葉
を
交
わ
す 

機
会
が
あ
る
な
ら
ば
「よ
つ/

和
曹
青
」
と 

一
声
叱
咤
激
励
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
で
も
、
 

あ
ま
り
な
大
声
だ
と
恥
ず
か
し
い
か
ら
、
抑 

え
気
味
に
お
願
い
し
た
い
。
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